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洋
学
と
は
、
ふ
つ
う
西
洋
学
を
指
す
こ
と
ば
で
あ
り
、
西
洋
の
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の
研
究
と
外
国
語
研
究
の
意
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
こマフ
幕末期、わが国には一一八五ほどの大小の藩があり、どの藩にも藩士を教育するための機関として、「藩校（費）」というものがあった。
従来そこでは漢学や国学にくわえ武芸などもおしえ、さらに後年西洋の軍事学や外国語を教授した。
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
、
諸
藩
お
よ
び
新
政
府
は
世
界
の
大
勢
に
か
ん
が
み
て
、
教
育
の
刷
新
と
振
興
を
は
か
り
、
そ
の
教
科
課
程
の
な
か
に
洋
学
を
国防に役立てるためでもあった。
幕
末
に
外
国
船
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
わ
が
国
に
来
航
し
た
こ
と
が
、
洋
学
の
一
層
の
発
展
を
う
な
が
し
た
が
、
そ
れ
は
海
外
諸
国
に
つ
い
て
の
情
報
を
仕
入
れ
、
一
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
藩
校
の
英
学
二
江
戸
（
東
京
）
お
よ
び
地
方
の
英
学
ｌ
明
治
～
大
正
期
三
英
学
を
お
し
え
た
教
育
機
関
一
覧
表
む
す
び
は
じ
め
に
は
じ
め
に
幕
末
・
明
治
の
英
学
宮
永
孝
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当時の流行でもあった。
採
り
い
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
英
学
と
は
、
英
語
や
英
文
学
、
ま
た
は
広
義
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
物
に
つ
い
て
お
こ
な
う
学
問
の
意
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
二
十
年
代
に
か
け
て
、
藩
校
、
私塾、私立学校、官営の学校などにおいて、学生は一定期間、英語の基礎（よみ方と文法）をまなんだのち、邦人および外国人教師か
ら、英書を通じて欧米の歴史・地理・物理・数学・化学・法律・経済・修身などを学習した。
英学をおしえる曰本人教師は、士族または平民であり、その経歴もまちまちであった。かれらは藩校の洋学科、私塾、官営の学校な
ど
で
英
語
を
ま
な
ん
だ
者
、
、
あ
る
い
は
宣
教
師
に
つ
い
て
直
か
に
ま
な
ん
だ
者
、
独
学
の
者
た
ち
で
あ
り
、
学
力
の
ほ
う
も
千
差
万
別
で
あ
っ
た
か
と
お
も
われる。
などにより、授業をおこなった。
本稿は、おもに幕末－
て概観したものである。
すのが一般的であった。
および、私立や官営の学校に』
か教師として教壇にあがった。
先
に
の
べ
た
洋
学
を
言
い
換
え
る
と
、
普
通
学
と
外
国
語
（
英
・
独
、
仏
そ
の
他
）
を
指
し
、
外
国
語
の
な
か
で
は
英
学
が
も
っ
と
も
主
流
で
あ
り
、
ま
た
維新後、各藩はいちはやく英学をとり入れ、邦人教師以外に外国人教師を一雇い入れた。が、外国人の一雇用は藩校にとどまらず、私塾
よび、私立や官営の学校においてもおなじであった。かれらの経歴や職業はさまざまであり、中には素性の怪しいものまでが、にわ
日
本
人
教
師
は
、
は
じ
め
の
う
ち
舶
十
そ
ど
く
素読（入門書など、文字だけ（
か
い
ど
く
〈云読（テキストを和訳させる）
輪講（テキストの内容をしらべ、講じる）
おもに幕末から明治初年にかけて、藩校および私、官営の学舎においておこなわれた英学教育の情況を舶来の英学書を通し
ものである。とくに維新後のわが国の急激な西洋化現象は、〃文明開化〃という流行語を生み、当時洋学といえば英学を指
は
じ
め
の
う
ち
舶
来
の
英
書
を
も
ち
い
て
、
な
ど
、
文
字
だ
け
の
音
読
、
ま
た
は
字
義
一
ま
た
は
字
義
を
お
し
え
る
）
(2)２２７ 
幕末・明治の英学
か
い
し
よ
と
／
、
に
幕
末
、
輸
入
さ
れ
た
書
籍
は
、
長
崎
や
神
奈
川
の
会
所
（
商
業
上
の
取
引
所
）
に
お
い
て
洋
書
改
方
の
検
閲
を
経
た
の
ち
、
”
改
印
“
を
う
け
、
江
戸
曰
本
橋
の
長
崎
屋
（
長
崎
屋
源
右
衛
門
方
）
で
販
売
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
開
国
後
、
居
留
地
に
お
い
て
、
外
国
人
は
商
い
の
一
部
と
し
て
洋
書
を
売
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
横
浜
居
留
地
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
（２） 
は
や
し
ゆ
う
て
き
初
年
に
か
け
て
、
ハ
ル
ト
リ
ー
、
チ
ッ
プ
マ
ン
、
ア
レ
ン
、
マ
イ
ャ
ー
な
ど
が
お
り
、
邦
人
で
は
慶
応
義
塾
に
ま
な
ん
だ
早
矢
仕
有
的
（
’
八
一
二
七
～
’
九
○
一）が横浜の新浜町に書店を開いたが、これはのちに丸善商社洋書店となった。
（３） 
外商のなかで有名であったのは、氷、と上海の税関吏でイギリス人のハルトリーである。かれは一八六五年（慶応一兀年）に来曰すると、
（４） 
Ａ
・
マ
ッ
ヶ
チ
ニ
ー
商
会
の
店
員
Ｌ
」
な
り
、
の
ち
独
立
し
、
横
浜
本
町
通
り
に
ハ
ル
ト
リ
ー
商
会
を
設
立
し
、
薬
種
・
化
学
器
械
・
書
籍
な
ど
の
商
い
を
は
じ
江
戸
時
代
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
た
洋
書
の
多
く
は
、
藺
書
で
あ
っ
た
。
八
代
将
軍
吉
宗
の
こ
ろ
よ
り
洋
書
の
輸
入
が
ゆ
る
や
か
に
な
り
、
長
崎
奉
行
所
は
幕
あ
ら
た
府
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
船
が
も
た
ら
す
洋
書
の
「
改
め
」
を
命
じ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
「
東
京
教
育
史
資
料
大
系
』
（
全
九
巻
）
に
よ
っ
て
、
英
学
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
に
加
え
た
藩
校
と
教
科
書
、
教
員
名
（
不
明
の
ば
あ
い
が
多
い
）
を
か
か
げ
、
つ
い
で
地
方
お
よ
び
江
戸
（
東
京
）
の
英
学
塾
、
私
、
官
営
の
学
校
に
お
け
る
英
学
教
育
の
あ
ら
ま
し
を
の
べ
、
さ
い
ご
に
英
学
を
お
し
え
た
諸
機
関
を
一
覧
表
（
維
新
前
後
か
ら
大
正
期
ま
で
）
に
し
て
か
か
げ
た
。
Ａ・マッヶチーーー商会の店員となり、
め
、
大
坂
に
支
店
を
お
く
ま
で
に
な
っ
た
。
当
時
、
英
学
と
い
え
ば
、
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
原
書
（
小
型
本
）
に
よ
っ
て
教
育
を
お
こ
な
う
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、
翻
刻
本
が
た
く
さ
ん
出
ま
わ
る
よ
（１） 
う
に
な
る
の
は
、
明
治
十
八
年
か
ら
同
一
二
十
年
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
よ》っ上）した。
と
く
に
洋
書
部
門
で
は
、
ふ
だ
ん
二
万
冊
ほ
ど
の
在
庫
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
か
な
り
手
広
く
書
物
の
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
旧
名
こ
れ
ら
の
英
学
の
教
育
機
関
に
お
い
て
、
だ
れ
が
じ
っ
さ
い
ど
の
よ
う
な
教
材
を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
に
教
え
た
の
か
、
筆
者
は
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
＊ 
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古屋藩の「洋学校」の教科書（グッドリッチの英米史、ゴールド・スミスの地理書など）は、ハルトリー商会から購入したものだとい
（５） 
スノ。
ひ
ろ
さ
き
［陸奥弘前藩］
弘
前
は
い
ま
の
青
森
県
南
西
部
に
あ
り
、
慶
長
十
五
年
（
’
六
一
○
）
津
軽
信
枚
が
城
を
き
ず
き
、
一
○
万
石
を
領
し
た
。
藩
校
を
「
稽
古
館
」
（
は
じ
め
大手前に位置）といい、この名称は明治初年までかわることはなかった。
つ
ぐ
み
ち
この学校ではながく文学のみを教授していたが、安政六年（’八五八）、十一代藩主。津軽承順のＬ」き、稽古館にまず”蘭学堂〃を
おき、藩士ならび町医者の子弟らにオランダ語をまなばせた。
教師は、藩命により江戸で蘭学修業したものたちであった。
つ
ぐ
あ
き
ら
慶応一一年（’八六六）、十名の生徒が江戸に遊学し、英学や砲術をまなんだ。維新後の明治四年（’八七一）、藩知事・承昭（’八
四一～’九一六）は、文明開化のときにあたり、俊秀の子弟をえらび藩費をもって教育せんものと、静岡と東京から、
ま
ず
諸
藩
に
お
け
る
英
学
教
育
に
つ
い
て
点
描
し
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
ハ
ル
ト
リ
ー
商
会
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
英
書
の
供
給
源
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
る
。
水島貞次郎……英学（慶応義塾の一等教授）
吉川泰二郎……英学（慶応義塾の三等教授）
宮崎立一几……漢学（静岡》
島田徳太郎：：：英学（同右）
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
藩
校
の
英
学
立一几…：．漢学（静岡藩三等教授）
(4)２２５ 
幕末・明治の英学
米
沢
は
い
ま
の
山
形
県
南
東
部
に
位
置
し
、
慶
長
六
年
（
’
六
○
｜
）
上
杉
景
勝
は
配
地
米
沢
に
お
い
て
、
三
○
万
石
（
幕
末
に
は
一
五
万
石
）
を
領
し
た
。
上
杉
家
は
初
代
藩
主
謙
信
い
ら
い
兵
馬
を
も
っ
て
武
威
を
関
東
に
か
が
や
か
し
た
名
家
で
あ
る
。
米
沢
藩
で
は
、
藩
校
創
設
の
こ
ろ
と
く
に
名
称
は
な
く
、
単
に
「
学
校
」
と
称
し
て
い
た
が
、
の
ち
「
興
讓
館
」
と
よ
ん
だ
。
こ
の
藩
が
よ
う
や
く
英
学
教
育
に
め
ざ
め
た
の
は
、
戊
辰
戦
争
た
け
な
わ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
越
前
（
福
井
県
）
南
条
郡
氏
家
村
の
本
草
学
者
・
渡
辺
新
兵
衛
こ
う
き
の
子
と
し
て
生
れ
た
渡
辺
洪
基
（
一
八
四
八
～
’
九
○
一
）
は
、
長
じ
て
佐
倉
の
佐
藤
舜
海
に
つ
い
て
医
学
を
、
さ
ら
に
箕
作
麟
祥
・
福
沢
諭
吉
の
塾
や
開
成
所
に
お
い
て
英
学
を
お
さ
め
、
慶
応
三
年
Ｃ
八
六
七
）
幕
府
の
西
洋
医
学
所
句
読
師
と
な
っ
た
。
奥
羽
越
前
列
藩
同
盟
の
盟
主
で
も
あ
っ
た
米
沢
藩
は
、
病
院
の
建
設
と
あ
わ
せ
て
洋
学
校
開
設
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
や
が
て
渡
辺
は
、
洋
学
校
開
設
と
英
学
指
導
を
お
こ
な
う
た
め
に
同
藩
に
迎
え
ら
れ
、
明
治
二
年
（
’
八
六
九
）
一
月
ま
で
米
沢
に
滞
在
し
た
。
渡
辺
は
学
校
開
設
の
準
備
に
手
を
か
し
た
だ
け
で
帰
京
す
る
の
だ
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
計
画
は
ス
ム
ー
ス
に
進
ま
な
か
っ
た
。
は
じ
め
英
学
志
望
の
学
生
は
、
上
京
し
て
開
成
所
の
教
官
に
つ
い
て
学
ぶ
し
か
な
く
、
明
治
四
年
（
’
八
七
一
）
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
洋
学
舎
」
の
設
立
を
み
た
の
で
あ
る
。
米
沢
の
英
学
は
、
こ
の
時
点
か
ら
本
格
化
し
た
。
（６） 
このとき東京から外国人教師一名、曰本人教師三名を迎》えた。すなわち、
ら
四
名
の
教
師
を
ま
ね
き
、
「
英
学
寄
宿
寮
」
な
る
も
の
を
青
森
青
蓮
寺
に
も
う
け
、
漢
学
と
英
学
を
教
授
さ
せ
た
。
漢
学
や
英
学
を
ま
な
ぶ
学
生
ら
は
、
六
十
名
余
り
で
あ
っ
た
。
よ
れ
ざ
わ
［羽前米沢藩］
木村道之助（月給一四○円、もと慶応義塾の教師）。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヘ
ン
学などを教授）。 ン
リ
ー
・
ダ
ラ
ス
（
’
八
四
一
～
九
四
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
も
と
大
学
南
校
教
授
、
月
給
二
五
○
円
、
英
語
の
ほ
か
幾
何
・
代
数
・
経
済
224（５） 
洋楽舎は、（
沢英学事始巳。
も
り
お
か
［陸中盛岡藩］
盛岡は岩手県中央部にあり、一
よ
し
、
私
塾
で
学
ん
で
も
よ
か
っ
た
。
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
後
、
藩
校
は
盛
岡
県
』
英
学
を
お
し
え
た
の
は
、
維
新
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
教科書として、
ダ
ラ
ス
は
明
治
十
八
年
二
八
八
五
）
ま
で
米
沢
に
滞
在
し
、
の
ち
上
海
に
わ
た
り
貿
易
商
と
な
っ
て
活
躍
し
、
同
地
に
お
い
て
病
死
し
た
。
洋
楽
舎
は
、
の
ち
「
米
沢
外
国
語
学
校
」
と
名
称
を
か
え
、
や
が
て
私
立
米
沢
中
学
に
合
併
さ
れ
た
（
牧
野
良
寅
「
チ
ャ
‐
ル
ズ
。
Ｈ
・
ダ
ラ
ス
Ｉ
米
「
明
義
堂
」
や
「
作
入
館
」
と
よ
ば
れ
る
藩
校
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
漢
学
や
国
学
の
ほ
か
、
洋
学
・
医
学
。
算
筆
・
武
道
・
兵
学
な
ど
を
お
し
え
た
。
明
治
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
後
、
藩
校
は
盛
岡
県
に
属
し
た
。
宮内赫助．：……同右。
滝川喜六………同右。
英
吉
利
西
文
典
（
こ
の
名
称
の
英
文
法
書
は
い
く
つ
が
あ
る
が
、
明
治
三
年
春
に
刊
行
さ
れ
た
『
英
吉
利
文
典
』
（
安
政
四
年
［
’
八
五
七
］
刊
、
福
沢
氏蔵版または大野洋学館蔵版）、「英吉利文典」（安政四年刊、宇田川氏蔵版）、『英吉利文典』（文久二年［’八六二］～慶応三年
二
八
六
七
］
刊
、
開
成
所
版
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
）
中
地
理
書
大
地
理
書
［’八
大
文
典
（ミッチェルの地理書のことか）
南
部
氏
一
三
万
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。
藩
士
は
す
べ
て
文
武
両
道
を
ま
な
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
藩
校
に
入
る
も
(6)２２３ 
幕末・明治の英学
み
ち
ば
よ
し
や
す
一
一
一
曰
市
は
新
潟
県
蒲
原
郡
Ｉ
早
道
場
町
の
北
、
加
治
川
右
岸
に
位
置
し
、
柳
沢
氏
一
万
石
の
旧
城
下
町
で
あ
る
。
三
曰
市
藩
は
、
柳
沢
吉
保
（
江
戸
中
期
の
老
中
）
を
祖
と
す
る
大
和
郡
山
藩
の
支
藩
で
あ
る
。
幕
末
、
文
武
を
お
し
え
る
教
育
機
関
と
し
て
、
文
武
局
、
軍
務
所
、
教
授
所
な
ど
が
あ
り
、
洋
学
と
し
て
英
仏
学
が
お
し
え
ら
れ
た
。
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
英
学
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
などである。
か
ず
さ
（７） 
などを用いたよ戸っである。
［上総芝山藩］
み
つ
か
い
ち
［越後一二曰市藩］
文
典
英
仏
綴
字
同
単
語
篇
（
「
英
仏
単
語
便
覧
上
下
』
二
冊
、
桂
川
甫
策
撰
、
慶
応
四
年
［
一
八
六
六
］
刊
、
理
外
無
物
楼
蔵
版
の
こ
と
か
）
蒙
求
（
「
西
洋
蒙
求
』
明
治
三
年
二
八
七
○
］
刊
、
沼
津
、
無
尽
蔵
版
の
こ
と
か
）
地
理
初
歩
会
話
書
取
万
国
公
法
物
理
書
（
ク
ワ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
の
物
理
学
書
の
こ
と
か
）
万
国
史
（
パ
ー
レ
ー
の
万
国
史
の
こ
と
か
）
222（７） 
維
新
後
、
芝
山
藩
で
は
洋
学
校
と
医
学
校
を
も
う
け
、
英
学
は
教
師
を
慶
応
義
塾
か
ら
ま
ね
き
、
医
学
の
教
授
は
藩
医
が
あ
た
っ
た
。
校
舎
は
武
射
郡
松
尾
あ
ざ
字末広に建て、寄宿舎をももうけたが、明治五年（’八七一一）八月に廃校となった。
洋学校のほうでは、
の
ち
、
同
地
を
領
し
た
。
が
、
明
込（８） 
千石、金一万五千両を賜った。
佐
倉
は
千
葉
県
北
部
に
位
置
し
、
い
ま
や
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
感
が
あ
る
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
堀
田
正
亮
が
入
封
し
、
｜
｜
万
石
を
領
し
た
。
佐
倉
は
は
や
く
か
ら
医
書
・
蘭
書
の
講
義
や
会
読
で
き
こ
え
、
多
く
の
人
材
を
養
生
し
た
。
などを教材として用いた。
す
け
よ
し
芝山は千葉県東部、総武本線松尾駅の北西七キロの地にある。芝山藩とも松尾藩ともいい、幕末、士Ｃと掛川藩主の太田資美が転封の
の
ち
、
同
地
を
領
し
た
。
が
、
明
治
元
年
（
’
八
六
八
）
十
一
月
、
上
総
国
武
射
・
山
辺
両
郡
に
領
地
が
え
と
な
り
、
政
庁
を
芝
山
に
お
い
た
。
毎
年
、
現
米
［下総佐倉藩］
ピ子ヲ文典（勺百口の。亜勺ごロのｑの幻のゴの①Ｑ目ロロロ］閂、のＱ弔昌目二○日目ロ胃・命同ロ、］】のロＦ目的巨四、の》ロロ・】目四戸三］］の。□［刊行
年不詳］のことか。あるいは米国ピ子ヲ氏著、榧木寛則訳「挿訳英文典』明治五年刊、雄風館蔵梓のことか）
ミッチェル地理書（の．シ・淳二・けの］］血鈩の】の（の日・命二・口の目の①。、日己西『》旧三］且の］己三四』の己のことか）
マ
マ
カッヶンポス究理書（○・℃．Ｃ目・丙のｇｏの皿少ｚｐ冨日］勺二・の○℃ご》ｚの二「■○房．］、①①のことか）
マ
マ
ハルレー万国史（勺の庁の【勺胃］の『函ロヨぐの円の四］国】の（○二・・口岳の団四の】の○ｍの①。、日己ご》ｚのゴ目・円丙》目ぐ』の。Ｐ国］ロ丙の曰四Ｐ目皇］のＨ０．．
カッヶンポス合衆国史（○・句・Ｃｇ・丙の弓・の四口］口の宮呉の９のＳｏｏ］四の｛○二・命弓の□已庁の□の白（の⑪目Ｑ弓①シＱ］四・の昌勺日（・帛
鈩日の国８．ｚの言呂○号．〕、①『のことか）
］四つのことか）
(8)２２１ 
幕末・明治の英学
小
田
原
は
い
ま
の
神
奈
川
県
南
西
部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
は
大
久
保
氏
一
一
万
三
一
一
一
九
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。
藩
士
に
文
武
両
道
を
兼
修
さ
せ
る
た
め
に
、
「
諸
稽
古
所
」
ま
た
は
「
集
成
館
」
（
の
ち
「
文
武
館
」
に
あ
ら
た
め
る
）
と
称
す
る
藩
校
を
城
内
ニ
ノ
丸
内
に
置
い
て
い
た
。
小
田
原
藩
が
文
武
両
道
教
育
を
い
っ
そ
う
拡
充
す
る
た
め
に
、
教
育
改
革
に
手
を
つ
け
た
の
は
維
新
後
の
こ
と
で
あ
る
。
漢
学
に
く
わ
え
武
術
。
兵
学
・
算
術
・
医
学
の
ほ
か
、
英
学
を
お
し
え
た
よ
う
だ
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
名
古
屋
は
い
ま
の
愛
知
県
西
部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
は
徳
川
御
三
家
の
ひ
と
つ
尾
張
藩
（
六
一
万
九
五
○
○
石
）
の
城
下
町
と
し
て
さ
か
え
た
。
同
藩
に
は
藩
校
「
明
倫
館
」
が
あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
し
ぜ
ん
消
滅
し
た
。
明
治
三
年
（
’
八
七
○
）
六
月
、
西
洋
の
新
文
化
の
教
育
機
関
と
し
て
「
洋
学
校
」
（
名
古
屋
藩
学
校
）
と
い
う
も
の
が
開
校
し
、
そ
こ
で
は
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
お
し
え
た
。
生
徒
数
は
二
百
名
以
下
で
、
教
科
書
と
し
て
は
、
な
ど
を
教
材
と
し
て
用
い
た
。
講
読
中
心
の
授
業
で
あ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
維
新
後
、
「
温
古
堂
」
と
「
博
文
堂
」
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
か
ら
学
風
は
一
変
し
、
藩
士
ら
は
和
漢
お
よ
び
洋
学
の
勉
強
に
い
っ
そ
う
心
を
注
い
だ
。
普
通
学
で
は
、
数
学
・
物
理
・
万
国
史
・
地
理
な
ど
を
お
し
え
、
英
学
の
初
級
で
は
、
な
ど
や
［尾張名古屋藩］
［相模小田原藩］ （フアン・デル・ペイル）
会
話
ノ
書
（
ハ
ン
テ
ル
ペ
ー
ル
著
述
）
［
『
蘭
英
対
話
会
話
編
』
刊
行
年
不
詳
、
浅
草
、
河
原
屋
伊
八
製
本
の
｝
」
と
か
）
文
典
（
モ
ル
レ
ー
、
ピ
子
ヲ
、
ク
ワ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
著
述
）
［
リ
ン
ド
レ
ー
・
マ
レ
ー
著
の
翻
刻
「
英
吉
利
小
文
典
』
明
治
元
年
［
’
八
六
八
］
刊
？
、
あ
る
い
は
後
述
の
ピ
ン
ネ
オ
の
「
英
文
典
」
、
ク
ワ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
の
「
小
英
文
典
』
の
こ
と
か
］
連
綴
ノ
書
（
ウ
ェ
ブ
ス
ト
ル
堯
とであろう、写真参照］
（ウェブストル著述）［ウェブスターの「スペリング・ブック』ｚ・呂三のすの（の【亜目ロの同］の日のヨロどのロの］言、団・・丙のこ
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な
ど
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
と
し
て
は
林
正
十
郎
（
も
と
開
成
所
教
師
）
、
ム
ー
リ
ェ
（
小
柄
な
四
十
未
満
の
フ
ラ
ン
ス
人
）
な
ど
が
い
た
。
やがて仏語科がなくなり、英語だけを教える学校となり、そのうちに校名を「成美学校」と改称した。若き曰の坪内道遙が、磯松景
義
と
い
う
教
師
か
ら
は
じ
め
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
習
っ
た
の
は
、
こ
の
学
校
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
「成美学校」は、明治七年（’八七四）五月、「愛知外国語学校」と名称をかえ、さらに同年十二月「愛知英語学校」と改称した。こ
れ
は
文
部
省
が
こ
の
年
の
春
に
毎
大
学
区
に
七
外
国
語
学
校
を
創
設
し
、
愛
知
県
で
は
名
古
屋
に
も
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
同
校
で
は
、
慶
応
義
塾
出
身
や
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
邦
人
、
英
米
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
外
国
人
教
師
ら
が
、
約
二
四
○
名
ほ
ど
の
生
徒
に
英
語
を
お
し
な
ど
を
用
い
た
。
洋
書
は
す
べ
て
横
浜
の
外
国
商
会
（
ハ
ル
ト
リ
ー
）
か
ら
取
り
よ
せ
た
。
こ
の
「
洋
学
校
」
で
英
学
を
お
し
え
た
の
は
、
（９） 
えた。
お
お
の
［越前大野藩］
大
野
は
い
ま
の
福
井
県
東
部
に
位
置
し
、
横
瀬
文
彦
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
（
イ
ギ
リ
ス
人
）
グッドリッチの米国史、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
の
地
理
書
村上英俊の「仏語明要」
英
国
史
ど
い
土井氏四万石の城下町であった。天保十四年（’八四一二）七月、藩主士井利忠は文教の振興をは
(10）２１９ 
幕末・明治の英学
明治元年（一八六八）、「道済館」（金沢区南町、のち高岡町にうつる）と称する学校がつくられ、ここでは、洋学（英仏）・漢学・数
学
・
習
字
の
四
教
科
が
お
し
え
ら
れ
た
。
と
く
に
英
学
を
教
授
し
た
の
は
、
判
）
な
ど
を
刊
行
し
た
。
じ
ま
り
、
は
じ
め
は
蘭
学
で
あ
り
、
の
ち
英
学
に
あ
ら
た
め
た
。
洋
学
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
、
火
術
方
役
所
に
お
い
た
。
金
沢
藩
に
お
け
る
蘭
学
の
鼻
祖
は
、
安
達
辛
之
肋
と
い
う
。
と
し
た
だ
（皿）
幕末、大野藩は藩主・利忠のとき、富国強兵策を推進し、洋式銃砲の製造や調練に力をつくす一方で、安政一一年（’六五五）オープン
（、）
ダの学科を設け、大坂の適塾より伊藤慎蔵をまね主Ｃ、藩士に蘭学を教授させた。
大
野
藩
洋
学
館
の
創
設
は
、
翌
安
政
三
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
翌
四
年
（
’
八
五
七
）
夏
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ペ
ィ
ル
の
翻
刻
本
「
は
じ
め
て
英
語
を
学ぶ者のための、通常の教授法」（ドルトレヒトのブルッセおよびファン・ブラーム社刊、一八四一一年）や「英吉利文典』（和紙の半紙
に
通
じ
た
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
れた。
か
る
た
め
に
学
校
創
設
に
着
手
し
、
校
舎
は
翌
年
三
月
に
完
成
し
た
。
藩
校
は
「
明
倫
館
」
と
称
し
、
大
野
城
の
上
追
手
口
（
清
水
町
）
』
慶
応
元
年
（
’
八
六
五
）
ご
ろ
、
藩
庁
は
洋
学
生
を
十
名
ほ
ど
え
ら
び
、
藩
費
を
も
っ
て
横
浜
に
遣
り
、
自
由
に
洋
学
を
ま
な
ば
せ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
洋
学
金
沢
は
石
川
県
南
部
に
位
置
し
、
前
田
氏
一
○
二
万
二
七
○
○
石
の
旧
城
下
町
で
あ
る
。
全
国
で
も
有
数
の
大
藩
で
あ
っ
た
金
沢
藩
の
洋
学
は
、
幕
末
に
は
英
学
教
育
の
つ
い
て
は
、
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
。
か
な
ざ
わ
［加賀金沢藩］
三宅復一（手塚律蔵、立石斧次郎に英語をならう）
学
は
、
安
政
元
年
二
八
五
四
）
』
金
沢
藩
に
お
け
る
蘭
学
の
鼻
祖
は
、
安達辛之助という。
火
術
方
役
所
に
お
い
て
砲
術
の
け
い
こ
場
を
ひ
ら
き
、
に
も
う
け
た
。
こ
の
学
校
は
、
身
分
の
別
な
く
、
だ
れ
で
も
志
願
に
よ
り
入
学
を
ゆ
る
さ
砲
術
に
つ
い
て
の
蘭
書
を
ひ
も
と
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま
つ
218（11） 
ら四名である。
ゆ
う
ち
ゅ
う
明治一一年（一八一ハ九）、英学科が独立し、城内の会所跡にうつり、｜時「抱注館」と称した。同年一一月、「道済館」の生徒ちゅう七
歳から十五歳くらいの者をえらび、あらたに設けた「壮猶館」（金沢区松原町、のち大手町に移る）に入学させた。
しかし、学生は曰に曰にふえ、校舎が手狭になってきたので、松原町より大手町に移り、「致遠館」と改称した。当時、ここで英学
を
お
し
え
た
の
は
、
明治二年八月、英語教師としてオズポンが金沢にやって来たが、城下に居住することを嫌ったので、能登国七尾町（現。石川県七尾
町）の軍艦所内に分校（「語学所」）をつくり、ここで優秀な学生十名余に英語をおしえさせた。
明治三年（’八七○）十一月、「抱注館」と「致遠館」とがいっしょになり、「中学東校」（学科は漢学と英学）が設立され、ここでは、
らである。
岡
田
秀
之
助
柴
木
昌
之
進
平田宇一
三宅復一
岡
田
秀
之
助
（桂）
長野佳一一郎
柴
木
昌
之
進
（
立
石
斧
次
郎
の
こ
と
。
立
石
は
も
と
遣
米
使
節
団
の
通
詞
）
(12）２１７ 
幕末・明治の英学
だ
い
し
ょ
う
じ
［加賀大聖寺藩］
大
聖
寺
は
石
川
県
の
南
部
、
金
沢
平
野
南
端
に
位
置
す
る
金
沢
藩
支
藩
の
旧
城
下
町
で
、
前
田
利
義
の
と
き
に
、
「
時
習
館
」
を
設
け
、
漢
学
の
ほ
か
に
英
学
を
教
授
し
た
。
英
学
の
教
科
書
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。
た
に
した。
あった。
ら
が
四
、
五
十
名
の
学
生
英
学
の
教
科
書
と
し
て
、
同
年
同
月
、
「
中
学
西
校
」
が
設
立
さ
れ
、
こ
こ
で
は
お
も
に
皇
学
と
漢
学
が
お
し
え
ら
れ
た
。
明
治
四
年
（
’
八
七
一
）
中
学
東
西
校
が
合
併
し
、
あ
ら
に「金沢中学校」（金沢区仙石町）が設置され、普通学の科目として、歴史・地理。物理・リーダー・スペリングブックなどを教授
ゴルドスミス氏万国地誌（目・○・］Ｑの三岳函少○日目ロ
ゴ」岳三四℃の目ロロロ、曰く三ｍの》旧ｏｐＱｏｐのことか）
ウェブストル氏綴書（ウェブスターの「スペリング・ブック』のことであろう。）
開成所出版文典（『英吉利文典」文久二年および慶応二年に刊行された開成所版のことか、写真参照）
開成所出版西洋蒙求（「西洋蒙求」明治四年、沼津刊（翻刻）のことか、なお同書は読本）
コル子ル氏仲地理書（「コル子ル氏英文地理学初歩』慶応三年江戸版（翻刻）のことか）
マ
マ
チャンバー‐氏地理書
（皿）
エドゥィン。サイモンスン（イギリス人一二十一一歳、明治四年六月より半年間、英語・数学などをおしえる。
（半数は寄宿生）に英語をおしえた。
綴
書
・
文
典
・
地
理
・
歴
史
書
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
原
書
名
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
教
授
法
は
輪
講
（
会
読
）
で
○［四日目四『。【○のロのＨ巴○のｏｍＨｐでずご【。【（ずの□の①。【の○ず○○一のロロロ田○口ロ、勺の【の○口の
石
高
は
一
○
万
石
で
あ
っ
た
。
安
政
元
年
（
’
八
五
四
）
藩
主
。
216（13） 
習
館
」
を
創
設
し
た
の
ち
、
文
武
の
教
一
普通学にくわえて英学をおしえた。
岸
和
田
は
大
阪
府
南
部
に
位
置
し
、
紀
州
街
道
に
沿
う
、
岡
部
氏
五
万
三
○
○
○
石
の
旧
城
下
町
で
あ
る
。
岸
和
田
藩
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
「
講
館
」
を
創
設
し
た
の
ち
、
文
武
の
教
育
に
つ
く
し
、
維
新
後
の
明
治
三
年
（
’
八
七
○
）
「
文
学
館
」
（
城
内
の
勘
定
所
跡
）
を
も
う
け
、
洋
学
科
を
置
き
、
英
学
の
教
科
書
と
し
て
は
、
普
通
科
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。
ク
ラ
ス
を
五
つ
に
わ
け
、
教
授
法
は
、
輪
講
（
会
読
）
で
あ
っ
た
。
き
し
わ
だ
［和泉岸和田藩］
文
典
素
読
（
英
ク
ェ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
小
）
（
点
付
文
典
会
読
（
英
ク
ェ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
一
地理書素読（英ゴールドスミット）
万
国
史
宍
ル
リ
ー
ヲ
ュ
リ
ー
小
）
翻
訳
（
和
文
ヲ
英
文
二
翻
罰
点付究理書会読（英クー
万
国
史
輪
講
（
英
ワ
イ
ト
）
綴
字
（
ウ
ェ
ブ
ス
ト
ル
ス
ペ
リ
ン
グ
）
マ
マ
文典素読（英クェッヶンポス小）（○・勺．Ｃ巨四・丙の弓・の叩国Ｈの（
点
付
文
典
会
読
（
英
ク
ェ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
大
）
万
国
史
（
バ
ル
リ
ー
ヲ
ュ
リ
ー
ル
翻
訳
（
和
文
ヲ
英
文
二
翻
訳
ス
）
パーレー氏万国史（前出）
ク
ワ
ッ
ヶ
ン
ボ
ス
氏
窮
理
書
（
前
出
）
ノ
ー
ト
氏
窮
理
書
（英クエッケンポス）
国。。【曰の日ロ］日日Ｃ・少ｂｂ］の（。ご庁ＤＰＺのョ■。【〆］の『、のことか）
(14）２１５ 
幕末・明治の英学
田
辺
は
和
歌
山
南
部
に
位
置
し
、
安
藤
氏
（
和
歌
山
藩
付
家
老
）
三
万
八
八
○
○
石
の
城
下
町
で
あ
る
。
田
辺
藩
で
は
、
藩
校
の
こ
と
を
単
に
「
講
堂
」
と
か「学館」とよんでいたが、安政年間より「修道館」（明治三年以後、「学校」と改称）と称した。
な
お
ひ
ろ
明治二年（一八六九）九月、藩主・安藤直裕（’八一一一～八六）は、文武教育を拡張するために馬場町に大きな校舎をたて、和学・
漢
学
。
武
術
。
洋
学
の
各
教
場
を
分
設
し
、
そ
れ
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
修
道
館
」
と
よ
ん
だ
。
各教科を下級、中級、上級の三つにわけ、洋学（英学）科では、つぎのような教科書を用いた。
な
お
、
専
門
科
た
な
べ
［紀伊田辺藩］
単
語
某
（
智
環
啓
蒙
地
学
初
歩
の①。、日ロずご》ｚの三目。『丙のことか）
理
学
初
歩
万
国
歴
史
第一、
開成所刊行英文典（「英吉利文典」慶応三年刊のことか）
コル子ル氏第二地理志（『コル子ル氏英文地理学初歩』慶応一一一年刊行の江戸版、もしくはの・の．○・日の］］函０．日の｝一電の昌三の【日＆宮の
［中級］
［下級］
（「英吉利単語篇』のことか）
〈（「智環啓蒙塾課初歩」慶応一一、三年に刊行された、江戸版のことか）
（
法
律
、
理
学
、
地
質
、
数
学
、
文
学
、
各
国
史
な
ど
）
に
お
い
て
、
ラ
テ
ン
語
が
早
く
も
教
え
ら
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
読
本
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､Ｐ昌恥八毛r<出郷〆剖（ＧＰ・Quackenbos:FirstBookinEnglishGrammareUJJ長）
匝田割朴１Mｍ（渥宝）
、ミH-,ミIElnHRI11碧騨槌（Cornell:Cornell,sHighschoolGeography・ThirdBookoftheSeries,NewYork,１８５６ｅトルu長）
、［『（④『）
ELI票］
コ
ー
ミ
田
淵
圃
田
、ｐ冒山入弔r<出刑薫植（ＧＰ・Quackenbos:IllustratedSchoolHistoryoftheUnitedStatesandtheAdjacentPartof
America,NewYork,ｌ８６７ｅＵ｣J長）
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幕末・明治の英学
洋
学
所
で
教
授
し
た
の
は
、
地
理
・
物
理
・
歴
史
・
修
身
の
四
教
科
で
あ
り
、
こ
れ
を
六
級
に
わ
け
、
心
に
お
こ
な
い
、
と
き
に
学
生
に
輪
読
を
さ
せ
、
原
文
の
意
味
を
捉
え
さ
せ
た
。
教
科
書
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
を
用
い
た
が
、
著
者
、
原
書
名
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
明治三年十一月、
学所」を開設した。
学
・
仏
学
な
ど
を
お
し
え
た
。
明
治
三
年
（
’
八
七
○
）
当
時
の
「
修
道
館
」
（
藩
校
「
文
明
館
」
の
後
身
）
の
教
科
を
み
る
と
、
洋
学
科
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
教
科
書
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
広
瀬
は
島
根
県
東
部
に
位
置
し
、
近
世
に
お
い
て
は
松
平
氏
三
万
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。
広
瀬
藩
は
松
江
藩
の
支
藩
で
あ
っ
た
。
な
お
お
き
明治三年十一月、藩主・松平直已（一八一二一一～一九一七）は、藩学（皇学、漢学、算術、武術）のほか、英学をおしえるために「洋
松
江
は
島
根
県
東
部
に
位
置
し
、
松
平
氏
一
八
万
六
○
○
○
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。
幕
末
、
同
藩
は
江
戸
藩
邸
内
に
「
洋
学
所
」
を
も
う
け
、
英
学
・
蘭
ひ
ろ
せ
［出雲広瀬藩］
こ
れ
だ
け
で
は
教
科
書
名
を
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
い
ま
引
い
た
も
の
は
す
べ
て
英
書
で
あ
ろ
う
。
［出雲松江藩］
単
語
会
話
小
文
法
書
［下等］
大理地
文学学
典初初
歩歩
［中等］
地
理
学
究
理
学
歴
史 ［上等］
級
の
修
学
を
六
ヵ
月
と
し
た
。
授
業
は
会
読
を
中
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あ
こ
お
［薩摩赤穂藩］
ち
く
さ
が
わ
赤
穂
は
兵
庫
県
南
西
端
’
千
種
川
河
口
北
岸
に
位
置
し
、
森
氏
一
一
万
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
．
赤
穂
藩
に
洋
学
校
「
開
成
義
塾
」
が
も
う
け
ら
れ
た
の
は明治元年（’八六八）十一月のことであり、学生を甲乙丙の一一一つにわけ、五人の句読師が英学や地学や理学をおしえた。
各
ク
ラ
ス
で
用
い
た
教
科
書
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
小
文
典
（
「
英
吉
利
文
典
』
文
久
二
年
、
慶
応
二
年
刊
、
開
成
所
版
の
こ
と
か
）
地
理
書
物
理
書
万
国
史
小
米
国
史
英
国
史
修
身
書
単
語
篇
（
前
出
）
○】ロ９口ご口は。
（
パ
ー
レ
ー
）
巴
来
氏
万
国
史
理
学
初
歩
上子ヲ氏英文典（目・の・勺】目の。”勺曰口のｑの
○旨Ｑｐｐ口貸」の狂のことか）
ミ
チ
チ
ェ
ル
氏
地
理
書
［乙クラス］
田中クラス］
勺【ヨ】四円】○日目日貨○ｍ（ずの同ロ、］】のｐＦｐｐｍｐ四ｍの、。門口の四口ロの円の》三二］の。ご四目穴］の陣○○
(18）２１１ 
幕末・明治の英学館
」
と
称
し
、
西
丸
の
藩
主
の
隠
居
所
に
あ
っ
た
。
は
ぎ
［長門萩藩］
萩
は
山
口
県
北
部
、
曰
本
海
に
の
ぞ
む
、
毛
利
氏
一
一
六
万
九
○
○
○
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。
萩
藩
は
、
安
政
三
年
（
’
八
五
六
）
医
学
校
を
明
倫
館
内
に
移
す
や
、
洋
学
所
を
「
博
習
堂
」
と
称
し
、
藺
害
に
よ
っ
て
船
舶
運
用
・
砲
術
。
数
学
な
ど
を
研
究
す
る
か
た
わ
ら
、
英
学
な
ど
を
お
し
え
た
。
そ
こ
で
用
い
た
英
学
の
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
が
、
単
語
篇
（
開
成
所
版
か
）
や
文
典
（
不
詳
）
な
ど
の
会
読
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
初
級
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
に
お
も
え
る
。
授業は、
め
ら
れ
た
。
も
ち
あ
き
慶応元年（一八六五）十一月、藩主・蜂須賀茂詔（一八四六～一九一八）は洋学校を名東郡寺島に設置し、のちに長久館内に移－した。
徳
島
は
四
国
地
方
東
部
ｌ
徳
島
県
北
東
部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
は
蜂
須
賀
氏
二
五
万
七
九
○
○
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
．
徳
島
藩
の
藩
校
は
、
「
長
久
と
く
し
ま
［阿波徳島藩］
ス
ペ
リ
ン
グ
ブ
ッ
ク
英
吉
利
単
語
篇
地
理
初
歩
（
「
コ
ル
子
ル
英
文
地
理
初
歩
』
慶
応
二
年
版
の
こ
と
か
）
会
話
篇
［丙クラス］
初
級
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
に
お
も
え
る
。
句
読
師
に
よ
る
原
書
の
素
読
、
会
読
、
輪
講
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
毎
曰
｜
回
テ
ス
ト
を
お
こ
な
い
、
そ
の
成
績
に
よ
っ
て
学
生
の
席
が
き
な
ど
の
会
読
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
210（19） 
などを教師として雇い入れ、しばらく英独仏語などを教えさせた。
学生ははじめ六○名であったが、これを一一一○名に減じ、全員藩費をもって寄宿舎に入れた。学科は三ヵ国語の文法・会話・作文。書
取などであり、ことに英語の教科書として、
この学校の学科は、はじめ蘭学であり、オランダ文典の素読や語法をおしえ、漸次読本へとすすんだ。
明治三年（’八七○）十月、「語学伝習所」を長久館のなかに附設し、オランダ人の
○○石の城下町であった。
などを用いた。
［土佐高知藩］
高
知
は
四
国
地
方
南
部
Ｉ
太
平
洋
に
面
す
る
高
知
県
中
東
部
に
位
置
し
、
安
土
桃
山
時
代
は
長
宗
我
部
が
築
城
し
、
江
戸
時
代
は
山
内
氏
二
四
万
二
○
慶応二年（’八六六）三月、高知藩では富国強兵を図るためにあらたに藩校「開成館」（土佐郡九反田）を設立し、貸殖・勧業・鉱
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ド
ン
ク
ル
（
不
詳
）
ポ
ー
ド
イ
ン
・
ド
ン
ク
ル
（
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
医学校、大学東校で教鞭をとる）
ウ
エ
ブ
ス
ト
ル
の
綴
字
書
パ
ー
レ
イ
の
万
国
史
ピ
子
ヲ
文
典
（不詳）
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ポ
ー
ド
ワ
ン
［
’
八
二
一
一
～
八
五
］
、
蘭
医
ポ
ン
ペ
の
後
任
、
長
崎
精
得
館
、
大
坂
(20）２０９ 
幕末・明治の英学
な
ど
で
あ
る
。
山
・
捕
鯨
・
海
軍
等
の
部
局
を
つ
く
り
教
育
に
あ
た
ら
せ
た
。
明治三年（一八七○）四月から七月にかけて、高知藩は語学・医学・軍事学などを教えるために英・仏・蘭から外国人教師を招へい
した。英学教師として一雇われたのは、
別
局
と
し
て
「
訳
局
」
な
る
も
の
を
設
け
、
そ
｝
ら
、
航
海
・
測
量
・
捕
鯨
に
つ
い
て
も
教
授
し
た
。
これら三名のイギリス人の通訳をしたのは、長崎において英学修業をした久米弘行、川井惣太らの旧藩士であったようだ。
教科書として、
（
ク
ワ
ッ
ケ
ン
ポ
ス
）
カ
ヶ
ン
プ
ス
米
国
史
（チエンパーズ）
チャンベーリーグー（○ず四目〕ずのＨ》のロロ、］】の可用のロロの尻旧ｏｐＱｏｐ・同ｓｐｍワ貝ぬげのことか）
（ミツチエル）
ミチエール地理書（の．シこぬロの三の］》二Ｓの］］函】て匡呂の］］・のＺの言の。ｐ・・］の①。、日己可ご》団・国・団昌］の円目ＤＣ・》］、「○のことか）
（パーレー）
馬
来
万
国
史
（グッドリッチ）
クーーリッチ歴史
トウマス・ヘリアト（イギリス人、一一一十一歳、年俸一五六○～一一一六○ドル、一厘入期限明治三・四～一一｜力年）
（旧）
レイ、ネル（イギリス人、不詳）
フレデリッキ。アデリアン・マイャ（イギリス人、一一一十二歳、給料一ヵ月洋銀二○○ドル、雇入期限明治一一一・七～明治四・六
まで）
そ
こ
で
は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
、
も
と
漂
流
民
の
中
浜
万
次
郎
は
英
語
を
教
え
る
か
た
わ
208（21） 
延岡は宮崎県北東部に位置し、江戸時代は内藤氏七万石の城下町であった。延岡藩の洋学は維新後はじまったもので、旧来の和学。
漢
学
・
洋
算
・
武
術
に
く
わ
え
、
明
治
五
年
（
’
八
七
二
）
五
月
以
降
あ
ら
た
に
英
学
を
お
し
え
た
。
藩
校
「
広
業
館
」
の
学
生
三
○
○
名
ち
ゅ
う
、
十
五
、
六
名
は
寄
宿
生
で
あ
り
、
そ
の
他
は
通
学
生
で
あ
っ
た
。
英
学
科
の
教
授
法
は
、
他
藩
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
お
な
じ
原
書
の
素
読
。
会
読
・
輪
講
な
ど
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
教
科
書
を
用
い
た
。
などを使用した。
熊
本
は
九
州
中
西
部
に
位
置
し
、
寛
永
九
年
（
’
六
三
一
一
）
よ
り
細
川
氏
五
四
万
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
、
も
と
ア
メ
リ
カ
の
砲
兵
大
尉
ル
ロ
イ
・
ラ
ン
シ
ン
グ
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
（
’
八
三
八
～
一
九
○
九
）
は
、
藩
の
招
き
に
よ
り
来
曰
す
る
と
、
「
洋
学
校
」
に
お
い
て
、
英
語
の
ほかに数学・物理・化学・地理。歴史などをおしえた。
［肥後熊本藩］
の
べ
お
か
［ｐＨ向延岡藩］
ス
ペ
リ
ン
グ
（
前
出
）
ウ
ィ
ル
ソ
ン
第
一
リ
ー
同
第
二
リ
ー
ド
ル
ガ
ョ
ッ
ト
小
地
理
書
カ
ノ
ー
物
理
史
ホ
ワ
イ
ト
万
国
史
ク
エ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
米
国
史
（前出）
ヱ
リ
ー
ド
ル
（二貰○旨の一三一｝の。目曰可の国【の（”のロロのＲｏｍ岳ののＳｏｏ｝ｐｐｑ旬日曰］『の①ｄのの》」のｓのことか）
(22）２０７ 
幕末゜明治の英学語
な
ど
を
お
し
え
た
。
［薩摩鹿児島藩］
鹿
児
島
は
九
州
最
南
端
ｌ
鹿
児
島
県
中
南
部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
は
島
津
氏
七
七
万
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
．
安
永
二
年
（
’
七
七
三
）
藩
主
・
島
し
げ
ひ
で
津重豪（一七四五～一八一二’一一）のとき、藩校「造士館」（明治三年「本学校」と名称をあらためる）が創設された。
た
だ
よ
し
造士館の学科は、和学。漢学。筆道の一一一科目であり、元治元年（一八六四）六月、藩主・島津忠義（’八四○～九七、久光の長男）
は
「
開
成
所
」
を
も
う
け
、
西
洋
の
近
代
的
学
問
の
吸
収
に
つ
と
め
た
。
同
校
で
は
陸
海
軍
の
砲
術
の
ほ
か
、
兵
法
・
築
城
。
天
文
・
地
理
・
数
学
。
測
量
。
航
海
・
物
理
。
医
学
な
ど
、
軍
事
学
に
と
ど
ま
ら
ず
自
然
科
学
ま
で
ひ
ろ
く
学
ば
せ
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
正
月
よ
り
約
一
ヵ
年
、
も
と
漂
流
民
の
中
浜
万
次
郎
は
、
新
設
ま
も
な
い
開
成
所
で
航
海
実
習
。
測
量
術
。
造
船
術
に
く
わ
え
英
ヒ
ュ
ー
ム
羅
馬
史
同
英国史（、四ぐ己四口目の函シ西］の（○二・ｍロロ、］ロ己・円・己・ロ』のｓのことか）
ウェランド小修身論（甸日口曰のミミ］ロ己自すの同］の曰のヨの○ｍ三・日］、・の（・Ｐ］⑭「］のことであろう）
同
経済書（可日ロＱの三二］ロ己自すのロ］の曰のョの。｛勺○一三・四］ｐ８ｐ・曰『・口・の（・Ｐ」の「◎のことであるっ）
ビ
ン
ノ
ッ
ク
仏
国
史
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
グードリッチ米国史（の四日口の一○・○・・□国の冒鈩勺宣・【巨四宮・【『。こすの□己（＆の庁呉のｍ・而二＆の一己三四』の「。のことか）
ノ
ル
ト
ン
窮
理
書
パ
ー
レ
イ
万
国
史
パ
ー
レ
イ
文
典
ヘ
ッ
ク
窮
理
書
206（23） 
明
治
維
新
と
と
も
に
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
学
ば
れ
て
き
た
蘭
学
は
、
す
っ
か
り
英
独
仏
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
外
国
語
と
い
え
ば
こ
れ
ら
三
ヵ
国
語
が
主
流
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
英
語
が
い
ち
ば
ん
隆
盛
に
お
も
む
き
、
つ
い
で
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
つ
づ
い
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
一
一
）
末
、
東
京
府
内
に
は
約
一
一
三
○
ほ
ど
の
私
塾
が
あ
り
、
英
学
は
仏
・
独
語
、
ま
た
は
普
通
学
と
い
っ
し
ょ
に
ま
な
ば
れ
た
。
な
か
で
も
洋
学
と
い
え
ば
、
英
学
の
代
名
詞
の
よ
う
な
響
き
が
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
お
し
え
た
学
舎
は
全
国
に
お
よ
び
、
英
語
の
普
及
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
江戸時代の教育の最高機関は、藩においては藩校であり、幕府においては昌平坂学問所（「昌平費」ともいう、維新後「昌平校」「大
学校」とよばれた）であった。これらの教育機関は、藩士や幕医を対象にしたものであり、｜般庶民に開放されていなかった。
｜方、士農工商の別なくひろく門戸を開放し、独自の教育を行なった教育機関として「私塾」（「家塾」「寺子屋」）があった。徳川時
代
、
庶
民
教
育
を
も
っ
ぱ
ら
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
私
設
の
学
舎
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
文
部
省
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
の
学
制
発
布
後
、
私
塾
の
開
業
願
を
出
さ
せ
る
こ
と
を
各
府
県
に
義
務
づ
け
た
が
、
同
年
末
ま
で
に
東
京
府
内
現象であるが、維新後はそれがいっそう顕著になった。
維
新
後
、
新
政
府
に
あ
た
え
ら
れ
た
課
題
は
数
多
あ
る
が
、
教
育
の
刷
新
と
制
度
化
も
そ
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
る
。
新
政
府
が
大
い
に
文
教
政
策
の
乗
り
だ
し、積極的に西洋文明を輸入した結果、曰本の主要都市に急速に欧化現象がみられるようになった。
藩
校
の
洋
学
科
や
私
塾
や
官
公
私
立
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
に
洋
学
（
英
・
独
・
仏
そ
の
他
）
を
採
り
い
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
幕
末
に
み
ら
れ
た
文
部
省
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
口
（ｕ） 
だ
け
で
も
千
百
二
十
七
カ
所
あ
っ
た
と
い
う
。
い
ず
ば
ら
その他、美濃大垣藩の「致道館」（のち「敬経堂」）、越後一二曰市藩の「教授所」、越後福山藩の「誠之館」、対馬府中藩（厳原藩とも
いう）の「洋学所」、筑前福岡藩の「洋学館」などでも、幕末から明治初年にかけて、英語やフランス語をおしえた。
二
江
戸
（
東
京
）
お
よ
び
地
方
の
英
学
ｌ
明
治
～
大
正
期
＊ 
(24）２０５ 
幕末・明治の英学
せ
き
し
ん
は
ち
尺振八（一八一一一九～八六）も福沢Ｌ」ならぶ英学教育の先達のひとりである。明治一一一年（一八七○）本所相生町一一丁目の旗本牧野魁之
助
の
屋
敷
を
も
と
め
、
そ
こ
に
慶
応
義
塾
を
モ
デ
ル
に
し
て
英
学
塾
「
共
立
学
舎
」
を
お
こ
し
た
。
振
八
は
当
時
と
し
て
は
実
力
の
そ
な
わ
っ
た
教
師
の
一
人
（旧）
であり、曰曜曰をのぞく毎曰、午前八時から九時半まで、英語の一ナキストの音読や専門書の講釈などをおこなった。
か
れ
は
外
国
人
に
も
通
じ
る
発
音
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
テ
キ
ス
ト
を
よ
み
、
講
読
や
英
作
文
に
し
て
も
懇
切
て
い
ね
い
に
教
え
た
か
ら
塾
生
に
し
た
わ
れ
た
。
明
治
四
年
ご
ろ
の
塾
生
の
数
は
、
二
○
名
で
あ
っ
た
（
「
新
聞
雑
誌
』
第
五
号
）
。
維
新
後
、
新
政
府
に
仕
え
ず
、
明
治
元
年
四
十
四
歳
で
隠
居
す
う
学
。
漢
学
。
数
学
な
と
を
お
し
え
、
生
徒
数
は
数
百
名
を
こ
え
た
。
若
き
曰
の
東
郷
平
八
郎
（
元
帥
、
侯
爵
）
、
大
槻
文
彦
（
国
語
学
や
が
て
福
沢
塾
の
声
望
が
高
ま
っ
て
ゆ
く
と
、
卒
業
生
の
な
か
か
ら
地
方
に
英
学
教
師
と
し
て
お
も
む
く
者
も
出
て
き
た
。
み
つ
く
り
し
ゆ
う
へ
い
さ
ん
し
や
（胆）
明
治
初
期
、
洋
学
塾
の
双
檗
と
称
せ
ら
れ
た
の
は
、
福
沢
の
慶
応
義
塾
と
箕
作
秋
坪
（
’
八
一
一
五
～
八
六
）
の
「
一
二
叉
学
舎
」
で
あ
る
。
秋
坪
は
美
作
（
岡
山
県
）
津
山
の
ひ
と
で
あ
る
。
緒
方
の
適
塾
で
蘭
学
を
お
さ
め
た
の
ち
、
幕
府
天
文
台
、
外
国
方
、
蕃
書
調
所
に
出
仕
し
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
幕
使
・
竹
内
使
節
団
に
翻
訳
方
兼
医
師
と
し
て
参
加
し
、
の
ち
幕
臣
と
な
っ
た
。
か
き
が
ら
維新後、新政府に仕えず、明治元年四十四歳で隠居すると、津山藩中屋敷がある曰本橋蠣殻町十一二番地に「一一一叉学舎」をおこし、英
塾生三一一○名をこえた。
私人の経営する学舎として有名なものに、福沢諭吉が安政五年（’八五八）冬、江戸鉄砲洲にある奥平藩邸にひらいた「義塾」（「慶
応
義
塾
」
）
を
第
一
と
す
る
が
、
当
時
蘭
学
を
お
し
え
て
も
英
学
は
ま
だ
教
授
し
て
い
な
か
っ
た
。
英
学
が
講
じ
ら
れ
た
の
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
は
じ
め
の
数
カ
月
間
は
、
塾
生
に
英
語
の
イ
ロ
ハ
を
ス
ペ
リ
ン
グ
ブ
ッ
ク
で
お
し
え
、
そ
の
後
は
比
較
的
平
易
に
書
か
れ
た
英
書
を
つ
か
っ
て
普
通
学
（
歴
史
、
地
理
、
物
理
、
経
済
、
法
律
）
を
教
授
し
、
明
治
四
年
（
’
八
七
一
）
に
は
の学舎にまなんだ。
旧
藩
の
洋
学
科
や
私
塾
で
は
、
基
礎
科
目
（
皇
学
・
漢
学
・
算
学
・
筆
道
）
に
く
わ
え
て
洋
学
（
英
独
仏
）
な
ど
を
採
り
い
れ
て
教
育
に
あ
た
り
、
と
り
わ
け
英
学
に
関
し
て
い
え
ば
、
明
治
初
年
は
開
業
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
た
か
し
よ
し
ろ
う
大槻文彦（国語学者）、原敬（政友会総裁、首相）、平沼淑郎（経済学者、早大学長）などは｝」
204（25） 
学校）である。
「
共
立
学
校
」
は
、
佐
野
鼎
が
明
治
四
年
に
設
立
し
た
学
舎
で
島崎藤村（小説家）などが、若き曰に同校にまなんだ。
英書をもっておしえた。のち攻玉社中】
（Ⅳ） 
に進むものたちの予備校の観をロ王した。
半後に幕府崩壊にともない帰国した。
明
治
六
年
（
’
八
七
三
）
創
設
の
「
進
文
学
社
」
は
、
少
年
鴎
外
が
ド
イ
ツ
語
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
所
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
大
学
生
で
あ
っ
た
坪
内
道
遙や高田早苗がアルバイトに英語をおしえた所として有名である。
ま
さ
な
お
け
い
う
「同人社」は、もと昌平髪教授の中村正直（’八一二一一～九一、号を敬宇）が、東京小石川にひらいた私塾である。儒学者としての名
望
の
高
か
っ
た
正
直
は
、
漢
学
か
ら
蘭
学
の
道
に
入
り
、
安
政
二
年
（
’
八
五
五
）
ご
ろ
よ
り
英
語
学
習
を
は
じ
め
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
の
英
漢
対
訳
辞
（旧）
害「五車韻府」や英。蘭。漢一一一語対照の辞典を友人から借りて筆写しながら学び、さらに勝海舟から英華辞典を借り、一二ヵ月ほどかか
っ
て
謄
写
し
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い
に
眼
を
い
た
め
、
手
首
ま
で
が
硬
直
し
て
し
ま
っ
た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
月
、
幕
府
留
学
生
十
四
名
の
学
生
監
の
ひ
と
り
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
牧
師
兼
教
師
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
。
ロ
イ
ド
師
宅
（
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
ゲ
１
ト
十
六
番
地
）
に
お
い
て
、
仲
間
と
と
も
に
出
張
教
師
よ
り
英
語
や
物
理
。
化
学
な
ど
を
ま
な
ん
だ
が
、
｜
年
留
学
中
も
、
そ
の
刻
苦
勉
励
ぶ
り
は
日
本
に
い
た
と
き
と
変
ら
ず
、
寸
暇
を
お
し
ん
で
勉
強
し
た
。
維
新
後
は
静
岡
に
移
住
し
、
静
岡
学
問
所
の
一
等
教
授
を
つ
と
め
る
か
た
わ
ら
著
述
に
よ
る
啓
蒙
活
動
に
し
た
が
っ
た
。
明
治
五
年
（
’
八
七
二
）
六
月
、
上
京
す
る
と
、
大
蔵
省
翻
訳
局
に
出
仕
し
、
翻
訳
御
用
を
近
藤
は
も
と
志
摩
国
鳥
羽
藩
士
で
あ
る
。
幕
末
軍
艦
操
練
所
で
測
量
や
航
海
術
を
ま
な
び
、
の
ち
同
所
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
そ
の
後
鳥
羽
藩
邸
内
に
私
塾
を
ひらき、蘭語その他をおしえ、慶応二年ごろ英語も教科にくわえた。
維
新
後
、
兵
部
省
に
出
仕
し
、
築
地
の
海
軍
操
練
所
官
舎
内
に
攻
玉
塾
を
ひ
ら
き
、
海
軍
予
備
教
育
を
お
こ
な
う
た
め
に
航
海
術
・
測
量
術
。
数
学
な
ど
を
英
書
を
も
っ
て
お
し
え
た
。
の
ち
攻
玉
社
中
学
と
な
っ
て
か
ら
、
卒
業
生
の
な
か
か
ら
海
軍
兵
学
校
や
海
軍
機
関
学
校
に
進
む
も
の
が
多
く
出
た
た
め
、
両
校
十
本
｝
」
Ｌ
」
福沢の慶応義塾とならんで有名であったのは、近藤真琴（一八一一一一～八六、幕末。明治初期の教育家）の「攻玉塾」（のち攻玉社中
は、佐野鼎が明治四年に設立した学舎であり、高田早苗（早大総長）。平田秀木（英文学者）・岡倉由三郎（英語学者）．
(26）２０３ 
幕末・明治の英学 おさめ、万国の》
も
廃
校
に
な
っ
た
。
つ
ぐ
あ
き
「東奥義塾」は、明治六年に旧津軽藩主。承昭が「朝旨ノ向う処「フ体シ、（：：：）学制ヲ興張シ青年「フ教育スルヲ以テ」私費を投じて
設
け
た
私
立
学
校
で
あ
り
、
学
科
は
、
普
通
学
に
加
え
て
漢
学
と
英
学
を
お
き
、
英
学
教
師
を
静
岡
や
慶
応
義
塾
か
ら
ま
ね
い
た
。
幼年科二ヵ年、予備科一一一ヵ年、専門本科を一一ヵ年とさだめ、歴史。物理・数学・経済学。社会学。心理学その他を英書でもっておし
えた。 正直
が
担
当
し
た
の
は
、
上
、
（うち二人は外国人）、生徒》
ぽ
こ
倍
の
五
二
六
名
で
あ
っ
た
。
つ
と
め
た
が
、
二
年
後
に
同
局
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
勤
務
し
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
、
正
直
は
小
石
川
江
戸
川
町
』
り
、
ク
ラ
ス
を
学
力
に
し
た
が
い
三
つ
に
わ
け
、
綴
字
法
・
単
一
教
科
は
、
英
仏
学
お
よ
び
普
通
学
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
英
学
の
ほ
う
は
、
よ
し
か
つ
「洋学校」（「名古屋洋学校」「名古屋藩学校」し」もいう、七間町一丁目）は、旧藩知事。徳川慶勝が世界の国々と対時するには洋学を
さめ、万国の諸制度や学芸に通じねばならぬ、といった考えから、明治三年（一八七○）に創設した学校である。が、同六年に早く
横瀬文彦（東京府士族）…：。：・英学教師
加
藤
勝
英
（
名
古
屋
士
族
）
…
：
：
：
英
学
教
師
前
田
利
器
（
名
古
屋
士
族
）
…
：
：
：
英
学
助
教
石
黒
太
郎
（
同
右）…：。…英学助教
安
井
真
太
郎
（
東
京
府
平
民
）
…
：
：
：
英
学
助
教
そ
く
し
ゆ
う
）一一月、正直は小石川江戸川町に「同人社」を設立した。英学の束脩（入門料）は一一十五銭、月謝は五十銭であ
たがい三つにわけ、綴字法・単語・会話から入って、歴史・物理・経済・修身などの訳読をおしえた。
（旧）
、上級クーフスの訳読と英作文であり、他の諸科は高弟らが受けもった。明治七年当時、同人社の教員は一一一名
生徒数は一一五一一一人であった。そのころ慶応義塾の教員数は一四名（うちひとりは外国人）、生徒数は同人社のほ
…
：
：
：
英
学
教
師
兼
寄
宿
舎
長
202（27） 
英語およびフランス語の教員、事務職の人員は六○名。学生数は、英仏あわせて一六○○名（うち寄宿生約六○名、そのうち藩費生
約三○名、そのほかは自費生）であった。
当時、旧制高校の入学試験が七月におこなわれたので、春に中学を卒業すると、入試までのあいだそれら予備校的な学校に入り、受
験
勉
強
に
そ
な
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
英
語
を
教
え
る
学
校
で
有
名
で
あ
っ
た
の
は
、
などが教鞭をとった。
くなかった。 （皿）
な
ど
で
あ
る
。
明治十年代後半から二十年代にかけて、吉（別）
る
私
塾
と
か
私
立
学
校
が
か
な
り
あ
っ
た
と
い
う
。
これらの学校は、いずれも高度の英語教育をさずけ、用いる教材も英文学の名著などであり、受験生の学力養成に資するところが少
東
京
英
語
学
校
…
…
明
治
一
八
年
設
立
国民英学会：：：…明治一二年設立
正
則
英
語
学
校
…
…
明
治
二
九
年
設
立
中
央
英
語
学
校
…
…
７
．
 
そ
の
他
十
五
名
…
…
助
教
試
補
ま
た
は
教
場
手
伝
＊ 
［神田錦町、増島六一郎（校長）］
［神田錦町、イーストレーキ（教頭）・磯辺弥一郎（幹事）］
［
神
田
錦
町
、
斎
藤
秀
三
郎
（
校
長
］
［本郷向が丘、高橋五郎（校長）］
東
京
の
神
田
地
区
（
錦
町
、
神
保
町
、
猿
楽
町
）
あ
た
り
に
、
語
学
（
英
、
独
語
な
ど
）
や
数
学
を
お
し
え
し
(28）２０１ 
幕末・明治の英学な
ど
を
学
習
し
た
。
明
治
四
年
一
月
、
南
校
の
貢
進
生
一
一
一
一
○
名
ち
ゅ
う
各
語
の
履
習
者
は
、
英
語
一
二
九
名
、
フ
ラ
ン
ス
語
七
四
名
、
ド
イ
ツ
語
一
七
名
で
あ
っ
た
。
英
語
の
履
習
者
の
ほ
う
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
か
れ
ら
は
、
そ
の
他
、
地
方
に
も
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
学
舎
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
そ
れ
ら
に
つ
い
て
語
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
。
女
子
の
た
め
の
教
育
機
関
の
開
設
は
、
男
子
に
く
ら
べ
お
く
れ
て
い
た
が
、
明
治
初
年
か
ら
十
年
代
に
か
け
て
、
東
京
・
横
浜
・
京
都
・
大
阪
・
神
戸
・
長
（皿）
崎を中心にミッション系の私立女学校が数十校も壱つけられ、キリスト教主義にもとづく教育をおこない、英語教育にも力をそそいだ。
な
ん
こ
う
「大学南校」（所在地は神田一シ橋、東京大学の前身のひとつ）は、開成学校が明治一一年十一一月に改称したものであり、医学所（医学
こ
う
し
ん
せ
い
校
）
は
「
大
学
東
校
」
に
名
称
を
あ
ら
た
め
た
。
当
時
、
両
校
の
学
生
は
貢
進
生
が
お
も
で
あ
っ
た
。
明治三年（一八七○）閏十月、南校に法・理・文の一一一専門科がおかれ、学生は正則と変則の一一類にわけられた。正則のほうは、外国
人
教
師
か
ら
語
学
や
諸
科
を
ま
な
び
、
変
則
の
ほ
う
は
、
曰
本
人
教
師
か
ら
語
学
や
諸
科
を
ま
な
ん
だ
。
双
方
と
も
普
通
、
専
門
の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
、
普
通
科
を
お
え
る
と
専
門
科
に
進
ん
だ
。
普
通
科
の
語
学
と
し
て
、
英
・
独
・
仏
の
三
科
が
お
か
れ
、
学
生
南校の建物は、｜部大名屋敷の古い建物を使っていたようであり、北隣が松平豊前守、東隣りは板倉伊予守の屋敷跡であった。位置
は
、
神
田
一
シ
橋
外
の
も
と
高
等
商
業
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
西
は
護
持
ヶ
原
に
つ
づ
い
て
お
り
、
夜
は
と
き
ど
き
追
い
は
ぎ
な
ど
が
出
る
さ
み
し
い
所
で
あ
は
じ
ぶ
ん
が
好
む
と
こ
ろ
の
外
国
語
を
履
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
-つ
た
。 綴字
習
字
（
ペ
ン
マ
シ
ッ
プ
か
）
会
話
作
文
害
取
文典（英・クワッヶンポス）
万
国
史
（
英
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
）
地
理
（
英
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
）
究
理
学
（
英
・
ク
ワ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
）
200（29） 
廃刀令が出たのは明治九年（’八七六）のことである。当時の学生はみな旧士族であったから、刀を腰に差して登校した。南校の学
生は、大刀の一本差しであり、登校すると、それを玄関正面の刀かけにかけ、丸腰となって教場に出た。
南
校
の
授
業
。
寄
宿
料
は
一
ヵ
月
二
両
二
分
で
あ
り
、
貢
進
生
は
旧
藩
か
ら
生
活
費
と
し
て
一
ヵ
月
五
両
か
ら
七
両
ほ
ど
も
ら
っ
て
い
た
。
教
場
を
は
さ
ん
で寄宿舎が何棟かあり、食堂では、
実
用
に
足
る
英
和
辞
典
が
な
い
こ
と
が
、
南
校
の
学
生
の
い
ち
ば
ん
の
悩
み
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
明
治
五
年
（
’
八
七
一
一
）
三
月
、
南
校
は
普
通
科
の
み
を
も
っ
て
開
校
し
、
学
生
募
集
に
応
じ
て
四
四
○
名
が
入
学
し
た
。
か
れ
ら
は
普
通
学
に
く
わ
え
て
、
英
・
独
。
仏
か
ら
一
科
目
と
り
、
文
典
・
読
本
・
作
文
・
会
話
な
ど
を
ま
な
ん
だ
。
明治六年（’八七一一一）三月、愛知・広島・新潟・宮城にそれぞれ官立の外国語学校（のち英語学校に改称）がつくられ、全国で計七
（泌）
な
ど
の
賄
が
で
た
。
ポケット辞典は予習に役立たないし、官板の『英和対訳袖珍辞典」（慶応一一一年刊）は、値段も高く、手に入らなかった。上海版の
「和訳英辞典」（明治二年刊）というものがあったが、代価は三両もした。だから学校に備えつけてあるウェブスターの辞典から、｜字
当
時
の
学
生
が
語
学
を
ま
な
ぶ
さ
い
に
、
い
ち
ば
ん
苦
労
し
た
の
は
辞
書
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
辞書としては、大学の図書室にウェブスターの大辞典が一一、三部備えてあるだけである。課外の時間に、学生たちは蟻がたかるよう
に
、
そ
こ
に
群
が
っ
た
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
下
読
み
も
で
き
な
か
っ
た
。
語を写しとるしかなかった。
朝．…：ミソ汁に梅干
昼：。…魚肉または牛肉に煮物
夜
…
…
｜
汁
一
菜
(30）１９９ 
幕末・明治の英学与した。
二
十
八
年
二
八
九
五
）
に
英
壺
員
の
養
成
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
。
明
治
六
年
（
’
八
七
三
）
八
月
、
芝
の
旧
延
岡
藩
邸
内
に
開
校
し
た
「
工
部
大
学
校
」
は
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
工
学
教
育
機
関
で
あ
る
が
、
英
語
の
時
間
が
多
く
、
専
門
科
目
の
ほ
か
語
学
や
文
学
の
教
育
に
も
力
を
そ
そ
い
だ
。
同
校
で
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
師
事
し
た
斎
藤
秀
三
郎
（
一
八
六
六
～
’
九
二
九
）
は
、
後
年
英
語
学
者
と
し
て
、
わ
が
国
の
英
語
学
の
発
展
に
寄
同
年
五
月
、
小
学
校
の
教
員
を
養
成
す
る
機
関
と
し
て
、
御
茶
の
水
の
旧
昌
平
譽
内
に
「
高
等
師
範
学
校
」
（
の
ち
東
京
高
等
師
範
学
校
）
が
設
立
さ
れ
、
九
年
四
月
中
学
師
範
科
が
も
う
け
ら
れ
た
。
十
二
年
（
一
八
七
九
）
全
科
を
分
っ
て
、
予
科
（
二
年
）
・
高
等
予
科
（
二
年
）
・
本
科
（
｜
年
）
と
し
、
本
科
を
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
慶
応
義
塾
に
あ
ら
た
に
大
学
部
文
学
科
に
お
い
て
英
語
・
英
文
学
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
しかし、
立をみた。
しえた。
英
。
独
・
仏
・
露
。
西
。
情
・
韓
の
七
語
学
科
が
も
う
け
ら
れ
、
正
科
（
三
ヵ
年
）
と
特
別
科
（
三
ヵ
年
以
内
）
を
お
き
、
九
月
か
ら
授
業
が
は
じ
ま
っ
た
。
な
い
ぶ
と
く
に
英
語
科
で
は
、
神
田
乃
武
、
浅
田
栄
次
、
石
川
文
五
口
、
マ
ッ
ヶ
ロ
ー
な
ど
が
授
業
を
担
当
し
、
文
法
・
訳
読
。
作
文
。
会
話
。
書
取
・
修
辞
な
ど
を
お
校
と
な
っ
た
。
が
、
同
十
年
二
月
、
宮
城
・
愛
知
・
広
島
・
新
潟
。
長
崎
の
各
英
語
学
校
は
廃
止
に
な
っ
た
。
官
立
の
語
学
校
と
し
て
残
っ
た
の
は
、
明
治
六
年
創
立
の
東
京
外
国
語
学
校
（
修
業
年
限
五
ヵ
年
）
だ
け
で
あ
り
、
同
校
も
の
ち
農
商
務
省
所
管
の
商
業
学
校
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
東
京
商
業
学
校
と
改
称
し
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
二
月
廃
校
と
な
っ
た
。
（別）
し
か
し
、
日
清
戦
争
後
、
語
学
や
海
外
事
情
通
じ
た
者
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
、
翌
年
四
月
一
口
同
等
商
業
学
校
の
付
属
校
と
し
て
あ
ら
た
に
外
国
語
学
校
の
設
（妬）
のぞ／、各学年に英語を課－した。
明
治
初
年
当
時
、
あ
た
か
も
英
語
教
員
の
養
成
機
関
の
観
が
あ
っ
た
慶
応
義
塾
で
は
、
卒
業
生
の
な
か
か
ら
英
語
教
師
と
な
る
も
の
も
す
ぐ
な
く
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
慶
応
義
塾
に
あ
ら
た
に
大
学
部
（
予
科
二
年
、
本
科
三
年
）
が
設
置
さ
れ
、
文
学
。
法
律
・
理
財
の
三
科
を
も
う
け
、
の
ち
に
英
語
専
修
科
が
で
き
、
さ
ら
に
三
十
年
代
後
半
に
校
舎
が
文
京
区
大
塚
に
移
っ
て
か
ら
は
英
語
部
が
開
設
さ
れ
、
以
後
英
語
教
198（31） 
明
治
十
年
二
八
七
七
）
四
月
に
創
立
さ
れ
た
「
東
京
大
学
」
の
文
学
部
で
は
、
早
く
も
英
文
学
の
古
典
的
作
品
が
講
じ
ら
れ
、
同
二
十
年
（
’
八
八
七
）
文
科
大
学
内
に
英
文
学
科
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
、
い
っ
そ
う
英
文
学
の
専
門
的
教
育
が
さ
か
ん
に
な
り
、
後
年
卒
業
生
の
な
か
か
ら
旧
制
高
校
や
大
学
の
教
員
後
年
、
大
学
に
発
展
す
る
ミ
》
エリス和英女学校、同志社彗
西洋文化の摂取に貢献した。
明
治
十
五
年
（
’
八
八
二
）
十
月
、
大
隈
重
信
ら
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
東
京
専
門
学
校
」
（
東
京
府
下
南
豊
島
郡
下
戸
塚
村
、
の
ち
早
稲
田
大
学
）
で
（妬）
は
、
政
治
。
経
済
。
法
律
・
理
学
。
英
学
を
講
じ
、
英
学
科
課
程
表
（
明
治
旧
）
に
よ
る
と
、
第
一
年
に
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
綴
字
室
曰
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
第
一
読
本
、
第
二
年
に
は
ス
ウ
ィ
ン
ト
ン
の
万
国
史
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
干
渉
論
、
ス
マ
イ
ル
ズ
の
自
助
論
、
第
三
年
に
は
英
国
大
家
集
、
ミ
ル
ト
ン
や
マ
コ
レ
ー
の
箸
（幻）
作、第四年にはスペンサー、、、、ル、シェイクスピアなどの作品を教材として課した。
明
治
二
十
三
年
（
’
八
九
○
）
九
月
、
坪
内
道
遙
の
提
議
に
も
と
づ
い
て
文
学
部
を
開
設
し
、
外
国
人
教
師
ら
も
招
い
て
英
文
学
史
や
、
万
国
史
の
ほ
か
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ス
コ
ッ
ト
な
ど
の
英
文
学
の
古
典
講
読
や
講
義
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
や
が
て
東
京
専
門
学
校
は
漸
次
拡
張
さ
れ
、
明
治
三
（羽）
十五年（’九○一一）十月、校名を早稲田大学とし、文学部に英文科、｜ロ同等師範部に英語科をもうけ、英語・英文学の教育につとめた。
京都帝国大学は、東大におくれること数十年、明治三十九年（一九○六）に創立され、その文科大学に西洋文学第二講座（英語学、
（羽）
英文学）が開かれたのは、明治四十一年であり、邦人による外国文学の教授と研究を］曰とした。
に
な
る
も
の
が
多
く
で
た
。
彗麦歳辿兀仲
維
新
前
後
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
英
学
を
お
し
え
た
全
国
の
私
塾
や
官
公
私
立
学
校
を
一
覧
表
に
し
て
か
か
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
三
英
学
を
お
し
え
た
教
育
機
関
一
覧
表
大学に発展するミッション系の東北学院、明治学院、女子英学塾（津田塾大学）、立教学校、東京英学校（のち青山学院）、フ
英
女
学
校
、
同
志
社
英
学
校
、
関
西
学
院
、
神
戸
英
和
女
学
校
（
の
ち
神
戸
女
学
院
）
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
校
風
の
な
か
で
英
学
の
普
及
と
ｕｌｐｕ些泪】子全「
天・鈷矢
嗣
犀
、
印
し
塗
｛
膳
(32）１９７ 
開業年
塾、学校名
学科
塾、校主
所在地
慶応元年
’八六五一曰精学舎
｜英・漢英・漢
設楽天僕
群馬伊勢崎町
幕末・明治の英学
〃
明治一二年
〃〃〃〃〃〃〃〃
明
治
四
年
〃
明治一一年
〃 ７・
慶応二一年
明
治
元
年
″ メノ ″ ″ 
〃
’八七○
〃〃〃〃〃〃〃〃
一八七一 〃
八
六
九
〃 ７．
 
八六七
八
六
八″ ″ ″ ″ 
深
堀
学
校
伊
東
氏
塾
洋
学
伝
習
所
（
の
ち
大
阪
洋
学
校に合併）
広運館（「済美館」の後身）
さ
ん
し
や
一二叉学舎
明倫社（のち「新々学舎」）
慶
応
義
塾
な
る
と
鳴
門
塾
攻
玉
塾
大
阪
洋
学
校
大学南校（東大の前身）
バ
ラ
塾
Ａ
六
番
女
学
校
こ
う
ゆ
う
交
有
塾
共
立
学
舎
７
．
 
せ
い
せ
い
成
性
義
塾
明
々
館
共
慣
義
塾
洋
学
校
共
立
女
学
校
英
学 和・
漢
・
英
・
仏
英
学
英
・
数
英
・
数
英
学
皇
漢
・
英
。
算
英
学
英
学
英
学
英
学
漢
。
英
英
学
英
学
皇
漢
・
英
。
医
皇
・
英
。
シ
ナ
学
・
筆
道
英
学 漢・
洋
学
英
・
算
英
・
仏
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ラ
カ
ロ
ザ
ー
ズ
夫
人
鱸
松
塘
尺
振
八ひ
で
な
り
木
藤
秀
斉
と
も
う
ら
姫
井
鞆
浦
北
原
雅
長
南
部
利
恭
徳
川
慶
勝
プ
ラ
イ
ン
夫
人
他
７
．
 
箕
作
秋
坪
田
中
録
之
助
福
沢
諭
吉
ぎ
み
ん
鳴
門
義
民
近
藤
真
琴
何
礼
之
？
伊
東
保
義
７
．
 ７ ● 
東
京
横
浜
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
名
古
屋
横浜 長崎
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
佐
賀
東
京
神
戸
７
．
 七
間
町
山
手
居
留
地
四
八
番
地
７ 
● 
築
地
居
留
地
六
番
館
向柳原町一一ノ三
相
生
町
銀
座
ニ
ノ
七
７
．
 
神
田
一
シ
橋
外
蠣
殻
町
三
ノ
九
浅
草
芳
町
三田
芝
露
月
町
三
五
芝
新
銭
座
町
六
彼
杵
郡
深
堀
村
練堀町一
西
の
町
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草松漕
宕
下
町
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采
＋ 
(34）１９５ 
開業年
塾、学校名
学科
塾、校主
所在地
されたか
〃
〃
芳英女塾（のち「斎藤女学英。数
斎藤実堯
東京神田雅子町
校」）
〃
〃
中津市学校
英学
奥平昌遇
大分中津
〃
〃
藍謝堂（「高島学校」ともい英。独・仏
高島嘉右衛門
横浜伊勢山下と入船町
》つ）
〃
〃
久居義塾
英学
浜田亨、佐野嘉衛
三重一志郡
〃
〃
芳英社
英学
斎藤実堯
東京神田雅子町三二
こうぷん
〃
〃
耕文義塾
英学
河内静
東京品川区裏河岸三二四
ひとし
〃
〃
集義塾
英学
並河等
東京南伝馬町一ノー
とうしん
〃
〃
筍新館
英・数
岸俊雄
東京亀島町六○
ざいせい
まさのり
〃
〃
在斉館
英・算。測量
大坪正慎
東京海軍省十五番属舎
けん
のぶゆ去》
〃
〃
研塾
英学
海野信幸
東京芝元森町八
せいめい
〃
〃
正名舎
英学
是洞能凡類
東京芝新堀町七
〃
〃
伊藤氏塾
英。算
伊東保義
東京練堀町一
〃
〃
新宗東派学塾
皇漢・英・算
大谷光勝
東京浅草松清町東本願寺
〃
〃
迎礒塾
英。独。仏
林欽次
東京愛宕下町
のぷたみ
〃
〃
共慣義塾
英学
南部信民
７． 
〃
〃
共立学校
英学・尋常小学校並佐野鼎
ｏ： 
ゆうりん
〃
〃
有隣塾
英。算
中井幸太郎
７． 
明治五年一八七二曰章堂
英。仏
渡辺綱
東京檜物物町
〃
〃
同人社
英学
中村正直
東京小石川
ノノ
》つ
） 
研
塾
（のち
。数英。英。英・英・皇漢英・英。英。 独・仏数算算０ ⑤ 測量英 算独。仏
算仏
斎藤
さね実
たか堯
大分横浜三重
中津一志郡７．、ｌ ノ石川
ノー
一四
幕末・明治の英学
″ ″ ″″ ″ '′ ﾉﾉ ″ ″ ″ ″ ″ ﾉﾉ ″ ″″ ″ ﾉノ
″″ ″ ″″″ ″ ″″″ ″ '' ノノ ″ ″ ″ ″ ″ 
ほ
う
え
い
芳
英
社
共
練
舎
共
学
社
英
・
仏
育
英
義
塾
（
の
ち
「
中
学
校
」
英
・
独
。
仏
に改称か）
育
幼
義
塾
英
・
仏
・
和
漢
共
練
舎
英
学
交
信
学
舎
英
学
協
営
学
舎
英
・
独
・
仏
・
シ
ナ
学
・
筆
道
小
童
塾
英
学
せ
き
い
ん
惜
陰
舎
英
学
す
い
こ
う
水
交
女
塾
皇
・
英
。
算
・
筆
道
勧
学
義
譽
英
・
シ
ナ
学
・
算
け
い
ぎ
よ
う
敬
業
舎
英
学
有
隣
塾
英
・
算
・
測
量
共
学
舎
英
。
仏
か
い
も
う
開
蒙
社
英
。
数
そ
の
他
協
栄
学
舎
訓
蒙
学
舎
英
学
英
学 英・
独
・
仏
そ
の
他
英
・
独
・
仏
そ
の
他
片
岡
淳
之
輔
し
の
ぶ
横
山
調
星野康斉（てる？）
石
川
総
管
。
遠
藤
胤
城
山
本
久
照
中
井
幸
太
郎
西
野
譲
五
戸
長
ま
た
は
町
年
寄
（
村
よ
し
か
た
木義方）され
た
か
斎
藤
実
堯
よ
り
み
ち
岡
本
頼
道
飯
田
重
治
ほ
か
岡
本
頼
道
神
谷
敬
五
本
吉
太
兵
衛
西
野
讓
ほ
かにほん
の
み
や
有栖川一一口四宮
森
田
龍
之
助
ほ
か
五
十
嵐
恭
次
ほ
か
東
京
？
東
京
？
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
堀
留
町
ニ
ノ
セ
南
茅
場
町
三
六
桜
田
本
郷
町
二
愛
宕
下
町
西久保城山町一
飯倉狸穴町一
三
田
二
丁
目
常
教
寺
三
田
台
裏
町
薬
王
寺
愛
宕
下
町
伊
勢
町
二
五
元
数
寄
屋
町
一
ノ
五
堀
江
町
四
ノ
ー
堀
江
町
四
丁
目
一
シ
橋
通
開
成
学
校
添
地
神
田
小
川
町
芝
烏
森
町
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有
栖
川
二
品
相
田
元
直
沼
口
清
吉
司
馬
凌
海
町用掛・美
と
し
ぞ
う
植
木
箪
造
山
口
文
次
郎
岩
本
忠
蔵
ほ
う
え
ん
二口田方円
も
と
の
ぷ
村
上
要
信
篠
原
資允
か
は
る
古
谷
孝
治
有
馬
頼
威
か
っ
と
う
放
言
勝
圧
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(36）１９３ 
開業年
塾、学校名
学科
塾、校主
所在地
よりしげ
〃
〃
報国学舎
皇漢・英・算
有馬頼成
東京？
にほんのみや
〃
〃
第二番中学
英・独。仏
有栖川二品宮
東京？
しゆうわ
〃
〃
集和塾
英・算・測量
和田元直
東京？
につせん
〃
〃
曰洗舎
英学
沼口清吉
東京？
〃
〃
春風社
英・独・算
司馬凌海
東京練堀町三六
〃
〃
水交社
英・算・筆道
町用掛・美根彦蔵
東京佐柄木町三番借家
じよらん
上学しぞう
〃
〃
如蘭社
英・算
植木箪造
東京麻布六本木町教善寺
たいこ・っ
〃
〃
耐恒学舎
英・算
山口文次郎
東京麹町十ノ十三
〃
〃
明治学舎
英・算
岩本忠蔵
東京飯田町一ノ’○
かいうん
ほうえん
〃
〃
槐雲舎（堂）
漢・英・算。筆道
吉田方円
東京四谷箪笥町六
ぱいこん
・もとのぷ
〃
〃
培根舎
英学
村上要信
東京四谷仲町一ノー七
〃
〃
筒相義塾
英・算
篠原資
東京小石川春日町一二
きょうほ
たかはる
〃
〃
共輔学社
皇漢・英。洋算
古谷孝治
東京小曰向水道端一ノー一一
〃
〃
報国学舎
皇漢。英。算。筆
有馬頼威
東京西鳥越町三
きょうしん
かっとう
〃
〃
共心義塾
皇漢・英・算
板倉勝任
東京神田佐久間町三ノー
くれ
〃
〃
幼学舎
英学・変則普通科
呉新一
東京練堀町四
きようれい
えいしゆう
〃
〃
共励学舎
英学
石田英洲
東京下谷仲徒町三ノ八
きょうけん
なめかわ
〃
〃
共研舎
英・算
行川一男
東京下谷稲荷町一○泰宗寺
幕末・明治の英学
〃７７７７７７〃〃
●●●●●● 
″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″″ '' ″ 
〃７７７７７７〃〃
●●●●●● 
〃
｜
謹
中
学
舎
″ ″ ″ ″ ″ ″ ″″ ″ ″ 
７
．
 
７
．
 
７
．
 
共
慣
義
塾
鳩
切
塾
駿
河
台
学
舎
共
立
学
舎
明
新
学
舎
高
等
師
範
学
校
フ
ェ
リ
ス
和
英
女
学
校
東
京
女
学
校
開
拓
使
女
学
校
じ
し
ゆ
う
時
習
社
育
幼
舎
教
育
所
墨
水
学
校
ｎｒ・
ｎｒｏ 
ｎ７０ 
英
・
仏
・
漢
英
学
英
学
英
学
英
・
数
皇
漢
・
英
・
数
英
・
独
英
学
そ
の
他
英
・
独
。
数
英
学
そ
の
他
国
・
漢
・
英
国
・
英
漢
・
英
・
数
英
・
独
・
数
英
学
英
・
和
漢
・
筆
道
英
・
数
そ
の
他
英
・
シ
ナ
学
英
・
筆
道
・
算
皇
漢
・
英
そ
の
他
保
科
頼
母
中
常
三
田
中
則
之せいか
小
松
正
華
南
部
信
民
斎
藤
実
頴
小
堀
清
佐
藤
鼎
柳
本
真
太
郎
白
石
誠
九
郎
吉田定一まさ
も
と
山
本
正
幹
よ
し
と
き
村
岡
良
辰
久
保
田
貞
則
玉
江
屋
能
女
川
上
重
行
Ｍ
・
ギ
ル
ダ
ー
嬢
静
岡
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
横浜東京東京 東京東京東京東京東京東京東京
浅
草
光
月
町
三
曹
源
寺
本
所
柳
原
一
ノ
’
二
北
本
所
表
町
五
七
須
崎
村
二
竹
川
町
一
二
薬
研
堀
町
三
七
芝
曰
本
榎
一
ノ
三
一
松
光
寺
麹町隼町二一
７
．
 
７
．
 
場
島
天
神
下
三
組
町
赤
坂
表
三
丁
目
駿
河
台
北
甲
賀
町
二
○
神田淡路町ニノーーー
浅
草
栄
久
町
三
六
御
茶
の
水
旧
昌
平
譽
内
伊
勢
山
紅
葉
坂
大
学
南
校
敷
地
内
芝
増
上
寺
内
の
開
拓
使
仮
学
校
内
松
崎
町
江
奈
（
旧
陣
屋
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(38）191 
開業年
塾、学校名
学科
塾、校主
所在地内）
〃
〃
用行義塾
英・数
足立儀八ほか
静岡山名郡国本村久津部字新屋
〃
〃洋学校
英学
三島億二郎
長岡
〃
〃英学校
英学
Ｊ・デビス
神戸
〃
〃謹申学舎
和・漢・洋学
依田佐二平
静岡那賀郡江奈村
はたろう
明治六年一八七三進文学社
英・独
橘機郎
東京本郷元町二丁目
〃
〃協営学舎
英・独。仏
本吉大兵衛ほか
東京堀江町四丁目
〃
〃大済学舎
英・仏その他
大熊惟一
東京芝増上寺地中央学院借家
〃
〃千種顕信塾（のち「脩成学英・独・仏その他
千種顕信ほか
東京浅草新堀端栄久町
全ロ」）
〃
〃
７・
英・仏その他
山本久照
東京西ノ久保城山町
〃
〃博文学舎
英・算
村部貫一郎
東京今入町二六
〃
〃
７． 
英学
安積毅
東京麹町三ノ六
〃
〃同人社
英・漢・算
中村正直
東京小石川江戸川町一七
〃
〃掬養社
英・数
伊東二郎
東京西久保広町七番地
〃
〃賛育社
皇漢・英・算
７・
東京築地新富町四丁目
〃
〃
三益舎
普通学・英学
藤野永昌ほか
東京芝増上寺山内
〃
〃
７・
英・数
神沼源之丞
東京新石町一九
〃
〃
７． 
英学
村上長則
東京愛宕下町一丁目一番
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
． ． 
（の、ち
和・英・英。
漢独独
● ● 
洋学仏英・独・仏その他英・英・英・皇漢英・ 算数● 数 ● 算英 算
』
● 
一郎デビス｜平｜郎． 
静岡静岡
ヱハ
幕末・明治の英学
〃〃〃
・
〃〃〃〃〃
明
治
七
年
〃〃〃〃〃〃〃
明
治
八
年
〃″〃ノア
"令〃〃〃〃〃〃〃全〃〃〃〃〃〃〃〃
五四
″〃″
７
．
 
］石井学校
７
．
 
東
奥
義
塾
共
立
修
文
館
集
成
学
校
ブ
ラ
ウ
ン
塾
高
等
師
範
学
校
東
京
外
国
語
学
校
工学寮（のち「工部大学校」）
英語学校（のち「立教学院」）
愛
知
英
語
学
校
友
来
舎
共
同
社
奎
運
社
広
島
英
語
学
校
長
崎
英
語
学
校
宮
城
英
語
学
校
７
・
原
田
学
校 ？ ● 
英
学
英
・
仏
英
・
仏
学
そ
の
他
英
・
普
通
学
英
・
神
学
英
学
英
・
仏
。
学
そ
の
他
英
・
数
英
・
仏
学
そ
の
他
英
学
英
・
仏
・
数
英
学
英
・
仏
学
そ
の
他
英
学 英学
英
・
普
通
学
英
学
英
・
漢
英
・
商
業
内
田
成
道
岩
井
弥
吉
大
平
俊
章
Ｃ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
吉
川
泰
二
郎
藤
井
三
郎
静
光
義
建
井
上
喜
久
治
ほ
か
吉
村
寅
大
郎
渡
辺
温７
・
久
保
了
存
原
田
新
次
郎
堀
重
幸
津
軽
承
順
７
．
 
ヘ
ー
ス
ブ
ラ
ウ
ン
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
長
崎
東
京
東
京
愛
知
東
京
東
京
東
京
東
京
青
森
横
浜
大
阪
横
浜
芝
増
上
寺
地
中
現
有
寮
第
一
大
区
小
五
区
本
町
一丁目
麻
布
東
鳥
居
坂
町
二
四
銀
座
四
丁
目
一
六
番
地
雅子町一一一三
芝
増
上
寺
地
内
大
眼
院
溜
池
昊
南
町
芝
増
上
寺
内
源
奥
院
築芝
地ノ
門
山手町二一
小
石
川
水
道
町
四
三
弘
前
相
生
町
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(40）１８９ 
開業年
塾、学校名
学科
塾、校主
所在地
〃
〃
同志社英学校
英・神学・哲学
新島襄
京都寺町丸太町上ル松蔭町
明治九年一八七六小林学校
英・仏学その他
小林良武
東京下谷西町四番地
〃
〃成樹学校
英学
原胤昭
東京銀座三丁目
〃
〃学農社農学校
英・農学
津田仙
東京麻布本村町
〃
〃札幌農学校
英・数・化・地質
北海道札幌
〃
〃桜井女学校
英学
桜井ちか子
東京麹町中六番町
明治十年一八七七東京大学
英・普通学
東京本郷
〃
〃
明治義塾
英・仏学その他
青木祥紹ほか
東京下谷二長町
〃
〃
琢玉舎
英・漢
瀬戸正義
東京浅南元町西福寺境内
〃
〃進取学舎
英・仏
山本義俊
東京神田佐久間町
〃
〃
工藤学校分校
英・数
工藤勇作
東京下谷徒町二丁目
〃
〃豊盛学舎
英・算
堀江景宣ほか
東京神田仲町一丁目
〃
〃翼北学舎
英・？
７・
静岡小笠郡倉新村
〃
〃同志社女学校
英・普通学
京都御所外苑柳原旧邸
明治二年一八七八貧学校
英・仏学その他
桜井昭徳
東京牛込払方町
〃
〃中学舎
英・仏学その他
中安守
東京本郷元町
〃
〃耕教学舎
英・漢
西山礼輔
東京築地一丁目二番地
〃
〃福井学校
英・漢・算
福井禄治
東京浅草北三筋町五六
〃
〃英学済々社
英学
堀口昇
東京下神田区今川小路二丁目
｜年
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
英・英・英英英英英 ● ● ● ● 
農学数。漢仏数算●ｎ７ｏ 
化・地質
中
． 
安守
静岡
札幌本郷築地一
幕末・明治の英学
明
治
一
六
年
一
一
八
八
三
〃
明
治
一
五
年
〃
〃
明
治
一
四
年
一
八
八
一
〃
明治一一二年
〃 〃
明治一一一年
〃〃〃″ ″ ″ 
〃
一八八一一
〃
八八○
〃 〃
八
七
九
〃〃〃〃
｜
啓
蒙
学
舎
〃
｜
昌
成
学
舎
″ 
啓
蒙
学
舎
英
・
独
鍋
島
直
諒
東
京
専
門
学
校
（
の
ち
「
早
稲
政
治
・
法
律
・
経
済
・
理
大
隈
重
信
そ
の
他
田大学」）
学
・
英
学
中
学
舎
英
・
漢
・
仏
・
算
中
安
守
揮
善
豐
錦城学校（予備校）
青
柳
学
校
豆
陽
学
舎
進
学
舎
共
研
学
舎
修
文
学
舎
揮
善
塾
啓
蒙
学
校
南
淵
学
舎
弘
学
舎
英
学
英
学
英
学
英
学
そ
の
他
英
・
独
英英英
狸進学
英英英英英
●●●●● 
数漠漠漠漠
●● 
数数
中
台
順
吉
小
野
成
美
保
科
恭
次
郎
７
・
井
出
良
翰
７
．
 
場ロロ補隆
吉
田
興
三
ほ
か
星
野
郁
岡
三
慶
笠
井
大
五
郎
加
藤
清
ほ
か
茂
野
衛
東
京
本
郷
元
町
一
丁
目
六
番
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
静
岡
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
駒
込
西
片
町
二
番
地
愛
宕
下
町
一
丁
目
愛
宕
下
町
一
丁
目
芝
公
園
内
岳
蓮
社
下
谷
区
練
堀
町
二
五
番
地蓮
台
寺
村
下
谷
区
上
野
西
黒
門
町
本
郷
弓
町
二
丁
目
三
四
番
地
飯
倉
片
町
二
五
番
地
芝
三
田
浅
草
福
井
町
二
丁
目
二
四
番
地
下
谷
御
徒
町
二
丁
目
三
八番地
神
田
錦
町
一
丁
目
一
○
番
地
飯
田
町
六
丁
目
一
番
地
豊
島
郡
下
戸
塚
村
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開業年
塾、学校名
学科
塾、校主
所地在地
〃
〃
精理学校
英・漢・数
大橋盛一
東京愛宕下町三丁目二番地
〃
〃
紀綱学社
英・独
石井藤五郎
東京本郷元町二丁目六○番地
〃
〃
欧文正鵠学館サンマー塾英学
サンマー？
東京築地
明治一七年一八八四独英勧学舎
英・独・漢・数
原具三郎
東京京橋木挽町二丁目一二番地
〃
〃
英和予備校
英学
小林光泰
東京神田淡路町二丁目四番地
〃
〃
無逸塾
英学
７・
千葉香取郡
〃
〃
桃山学院
英学
７・
大阪
〃
〃
柴田英語学舎
英学
７・
長崎
明治一八年一八八五大阪泰西学館
英学
大阪
〃
〃
東京英和学校（のち「青山学院」）
〃
〃
三国語学校
英・独・仏
荻生信吾
東京芝区茸手町二四番地
〃
〃
明治女学校
英・漢
木村熊二
東京？
〃
〃
修文学舎
英学
斎田功太郎
東京麹町二番地五七番地
〃
〃
東京全修学校
英・独・漢・数
村田直景
東京本郷弓町二丁目四番地
〃
〃
教英学舎
英・数・漢
戸川深見
東京浅草森下町九番地
（のち「青山
英学英。英・英・英・
独 漢・数独漢 ● 仏独 漢・
サンマ． ． ？． 
１ 
７． 
東京東京東京東京東京千葉東京東京東京東京東京
築地７． 
｜番麹町二番地五七番
幕末・明治の英学
〃
〃
英
仏
学
舎
〃
〃
東京英語学校（の一つ「曰本
中学校」）
〃
〃
東京法学社（の一つ「法政大
学」）
明
治
一
九
年
一
八
八
六
関
西
法
律
学
校
（
の
ち
「
関
西
大学」）
〃
〃
埼
玉
英
和
学
校
〃
〃
東
遠
義
塾
〃
〃
明
治
学
院
〃
〃
英
学
校
″″ ″ ″ ″ ″ 
″ ″ 〃
｜英仏学△□
″ 〃｜
季
秋
学
校
〃
｜
立
成
学
舎
中
央
英
語
学
校
速
成
校
東
光
学
館
商
業
英
学
校
英
学
英
・
独
・
仏
・
漢
英
・
仏
英
・
漢
英
・
漢
・
数
英
学
英
学
英
・
神
学
そ
の
他
英
学 英・
仏
英
学
英
学
イ
ギ
リ
ス
法
そ
の
他
フ
ラ
ン
ス
法
そ
の
他
深
津
正
義
田
中
雄
之
進
深
津
正
義
土
井
新
三
郎
竹
尾
将
信
岡
田
清
太
郎
深
津
正
義
増
島
六
一
郎
潮
寄
峯
情７７ ●●
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
埼
玉
静
岡
東
京
東
京
東
京
神
田
錦
町
大
阪
東
京
東
京
東
京
白
金
村
玉
縄
台
青
山
南
町
五
丁
目
一
八
番
地
芝
区
南
佐
久
間
町
一
丁
目曰
本
橋
小
舟
町
二
丁
目
三番地
牛
込
南
山
伏
町
一
七
番
地京
橋
曰
吉
町
一
七
番
地
神
田
小
川
町
二
番
地
京
町
堀
上
通
三
丁
目
願
宗
寺
内
北
埼
玉
郡
麹
町
有
楽
町
一
丁
目
三
番
地
牛
込
南
山
伏
町
神
田
錦
町
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(44）１８５ 
開業年
塾、学校名
学科
塾、校主
所在地
〃
〃
仏時舎
和漢・英。数
大木真忠
東京麹町下六番町一七番地
〃
〃
準備速成学校
英・数・簿記
相川銀次郎
東京湯島天神町一丁目
明治二○年一八八七東華学校
英学
仙台
〃
〃
英語学校
英学
相川銀次郎
東京本郷春木町三丁目
〃
〃
私立英独イウーーングホール英・独
村岡情次郎
東京赤坂一シ木町五四番
学館
地
〃
〃
東光学館
英・独・仏・数
東光年
東京神田小川町二番地
〃
〃
明治学院
英・神学。数
７・
東京荏原郡白金村
〃
〃
曰水外国語学校
英・独・仏
松井忠兵衛
東京芝愛宕町一丁目青松寺内
〃
〃
簡易英学校
英・数
森時之助
東京本郷駒込東片町九二番地
〃
〃
育英学館
英・数・和漢
尾形直十
東京芝南佐久間町二丁目
明治一二年一八八八大成学館
英・独。数。漢
杉浦鋼太郎
東京麹町飯田町二丁目
〃
〃
曰進豐
英・独・仏・数・漢人見亀司
東京片込納戸町一二番地
〃
〃
顕徳学校
英。漢・数
野邨千里
東京浅草北三筋町六九番地
〃
〃
暁星学校
英・独・仏
アルフォンス・ヘンリ東京麹町元園町ツウ／
〃
〃
国民英学会
英学
イーストレーキほか東京神田錦町一丁目
幕末・明治の英学
明
治
二
五
年
明
治
二
七
年
〃
明
治
二
八
年
〃
明
治
二
九
年
〃〃〃〃
明治一一一二年
〃
明治一一四年
〃
明
治
二
一
一
年
一
一
八
八
九
一
有
得
館
″ ″ ″ 〃
’八九二
一八九四
〃
’八九五
〃
’八九六
〃
’八九○
〃
’八九一
〃
″ ″ ″ ″ ″ ″″ 
鶴
鳴
学
舎
大
成
学
館
分
校
金
沢
英
学
院
関
西
学
院
慶応義塾（大学部）
高
等
師
範
学
校
東
北
学
院
東
山
学
院
（
の
ち
「
明
治
学
院
に併合し
横
浜
英
語
学
校
青
山
女
学
院
神
戸
女
学
院
私
立
外
国
語
学
校
東
京
学
院
正
則
英
語
学
校
共
英
学
舎
私
立
英
語
専
修
館
私
立
女
子
仏
英
学
校
郁
文
館
英
学
英
学
英
学
英
・
独
・
中
国
・
朝
鮮
英
学
英
学 英・
独
・
仏
そ
の
他
英
・
独
・
漢
英
学
英
・
神
学
文
学
・
法
律
・
理
材
普
通
学
・
英
英
・
神
学
英
・
神
学
英
・
数
英
学
英
・
仏
そ
の
他
英
学 英・
独
・
仏
田
辺
藤
次
郎
７
・
齋
藤
秀
三
郎
福
沢
諭
吉
中
西
幹
男
杉
浦
鋼
太
郎
７
．
 
大
野
鏡
太
郎
河
井
由
来
松
岡
秀
之
曰
下
部
良
男
内
田
重
之
助
ス
々
て
ワ
ト
７
．
７ 
● 
横
浜
東
京
神
戸
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
金
沢
兵
庫
東
京
東
京
東
京
仙
台
東
京
東
京
東
京
東
京
東
京
神
田
錦
町
三
丁
目
市
ヶ
谷
神
田
仲
猿
楽
町
一
七
番
莵
原
郡
賀
野
村
三田
御
茶
の
水
昌
平
譽
内
小
石
川
西
江
戸
川
町
七
番
地
下
谷
徒
士
町
三
丁
目
下
谷
練
堀
町
四
二
番
地
神
田
猿
楽
町
七
番
地
本
郷
駒
込
蓬
来
町
二
八
番
地
浅
草
猿
若
町
二
丁
目
麹
町
飯
田
町
二
丁
目
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(46）１８３ 
開業年
塾、学校名
学科
塾、校主
地
明治三○年一八九七私立独逸学館
英・独・漢・数
亀井藤太郎
東京神田錦町
明治三一年一八九八大阪明星外国語学校
英学
７・
大阪
〃
〃
桜井女塾
英学
桜井ちか子
東京本郷弥生町三番地
明治三三年一九○○大阪外国語学校
英学
７・
大阪
〃
〃
女子英学塾
英学
津田梅子
東京麹町一番町
明治三四年一九○｜曰本女子大学校
英学
成瀬仁蔵
東京小石川高田豊川町
〃
〃
鳴和学館
英・独。漢。数
早川万弥
東京神田仲猿楽町一七番地
明治三五年一九○二私立東京文学院
英。漢。教育学
野上運海
東京小石川表町七九番地
明治三七年一九○四私立東洋植民学校
英・ロシア・商業地理原田長松ほか
東京本郷弥生町三番地
明治三八年一九○五Ｙ・Ｍ・Ｃ。Ａ英語学校英学
７・
仙台
明治三九年一九○六呉英語学校
英学
７． 
且〈
〃
〃
京都帝国大学
普通学・英
京都左京区
明治四○年一九○七志成学校
英学
７． 
築地
〃
〃
立教学院「立教大学」
普通学・英
ジョン。マキム（米）東京京橋赤石町五七～五九番地
明治四四年一九二九州学院
英学
７・
熊本
大正二年一九一三上智大学
普通学・英・独
ヘルマン・ホフマン（独）東京麹町紀尾井町七番地
大正三年一九一四早稲田外国語学校
英・独・仏・スペイン浅長藤一郎ほか
東京牛込早稲田鶴巻町四三八
ノノ
一年
’九○’’九二一九一三一九一四
Ｙ 
● 
Ｍ 
● 九州学院
Ｃ 
◎ 
英・英．
独・漢・独。漢。英・ロシア・商英学英・独・仏 ● ● 独スペイン
ジ
ヨ
． ． ． ン． 
● ヘルマン・ホフマン（独）
麹町一番
幕末・明治の英学
日
本
人
教
師
は
、
英
語
の
”
訓
読
解
意
〃
を
主
眼
に
お
い
て
授
業
を
す
す
め
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
教
授
法
は
、
蘭
学
塾
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
素
読
・
ス
ペ
リ
ン
グ
会読方式となんら変らず、学生は初歩の素読において、ＡＢＣとつづり字法を習いおぼえると、教師と会読をお｝」なった。くじで当た
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
つ
ま
づ
く
と
つ
ぎ
の
者
に
順
番
が
ま
わ
っ
て
く
る
。
い
い
か
げ
ん
な
解
釈
を
す
る
と
、
教
師
か
ら
つ
っ
こ
ま
れ
る
し
、
や
っ
つ
けられる。どうしても解決がつかぬときは、はじめて教師が正答をだす。学生は会読のさいのできふできによって座席がきめられた。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
他方、外国人教師の教授法は、幸曰韻や会話から入り、読み方、作文にすすむのがふつうであった。
ではない。
っ
た
も
の
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
（
和
訳
）
を
も
と
め
ら
れ
た
。
大正一○年一一川一二一螂舳淑輔植民貿易語学校
〃
大
正
七
年
二
九
一
八
一
海
外
植
民
学
校
注
。
こ
の
一
覧
表
を
作
成
す
る
さ
い
に
用
い
た
主
な
る
資
料
は
、
「
東
京
教
育
史
資
料
大
系
」
（
全
九
巻
）
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
『
都
史
紀
要
十
六
東
京
の
英
学
」
、
「
都
史
紀
要
十
七
東
京
の
各
種
学
校
』
、
山
岸
光
宣
「
明
治
初
年
私
塾
の
外
国
教
師
契
約
書
」
（
『
書
物
展
望
」
十
巻
八
号
所
収
）
、
尾
形
裕
康
著
「
学
制
成
立
史
の
研
究』（校倉書房）、桜井役著『日本英語教育史稿」（敞文館）などをてきぎ参照した。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
学
塾
や
藩
校
、
諸
学
校
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
英
学
教
育
は
、
ど
の
て
い
ど
教
育
の
成
果
を
あ
げ
た
も
の
か
あ
き
ら
か
む
す
び
″ 
〃
｜
文
化
学
院
各
国
地
理
・
英
・
ス
ペ
イ
崎
山
比
佐
衛
ン英
・
植
民
史
・
そ
の
他
岡
部
長
職
英
文
学
・
哲
・
宗
教
・
史
元
田
作
之
進
学普
通
学
・
英
・
仏
西
村
伊
作
東
京
神
田
駿
河
台
袋
町
一
二
番
地
東
京
東
京
東
京
荏
原
郡
下
北
沢
神
田
錦
町
一
丁
目
西
巣
鴨
町
字
池
袋
182（47） 
こ
れ
を
聞
い
て
、
教
室
じ
ゅ
う
の
生
徒
は
お
も
わ
ず
爆
笑
し
た
。
こ
れ
は
新
渡
戸
稲
造
が
よ
く
や
る
笑
話
で
あ
っ
た
。
に
と
べ
新渡戸稲造（一八六一一～’九一一一一一一、明治から昭和期の教育者）は、盛岡のひとである。文久二年九月、盛岡藩（現・岩手県）勘定奉
つ
れ
の
り
行
。
新
渡
戸
常
訓
の
子
と
し
て
う
ま
れ
、
の
ち
東
京
英
学
校
（
の
ち
の
大
学
予
備
門
）
、
札
幌
農
学
校
、
ジ
ョ
ン
ズ
。
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
な
ど
に
ま
な
び
、
後
年一高校長、東大教授となった。かれは英文をよくし、生前『武士道」（英文）や「農業本論』など多くの論著をあらわした。
そ
の
英
学
修
業
は
、
な
か
な
か
苦
節
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
か
れ
の
修
業
時
代
か
ら
、
明
治
初
年
の
英
学
教
育
の
情
況
を
す
こ
し
う
か
が
っ
て
み
た
が
、
貸
し
て
く
れ
る
ほ
ど
の
数
で
は
な
か
っ
た
。
し｛や「／ｏ
明治のころの英学の教授法は、江戸時代の漢］
にかく書物の中味がわかればよい時代であった。
い
０ 
新
渡
戸
が
は
じ
め
て
英
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
は
少
年
の
こ
ろ
で
あ
る
。
家
の
か
か
り
つ
け
の
医
者
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
教
わ
り
、
つ
い
で
イ
ン
ク
、
ペ
ン
、
ペ
ン
シ
ル
、
ペ
ン
ナ
イ
フ
と
い
っ
た
単
語
を
教
わ
っ
た
。
そ
の
医
者
は
進
歩
的
な
考
え
の
ひ
と
で
、
東
京
か
ら
英
語
の
初
歩
の
本
を
四
、
五
冊
も
っ
て
来
て
い
った（「幼き曰の思い出」）。
明治四年（’八七一）、Ⅲ
高
梨
健
吉
は
「
文
明
開
化
の
英
語
」
（
中
公
文
庫
）
の
な
か
で
、
明
治
初
期
の
英
文
の
直
訳
の
ひ
ど
い
例
を
、
ひ
じ
ょ
う
に
お
も
し
る
気
に
紹
介
し
て
い
る
。
あ
る
東
北
出
身
の
英
学
者
は
、
パ
ー
レ
ー
の
『
万
国
史
』
を
講
義
し
て
い
た
。
か
れ
は
ず
う
ず
う
弁
が
抜
け
ず
、
東
北
弁
ま
る
出
し
で
あ
っ
た
。
マ
マ
マ
マ
ー
ブ
ッ
ト
、
す
か
す
な
が
ら
、
ペ
オ
ピ
ル
、
人
民
は
：
：
：
。
よ》」ば
当
時
、
洋
書
の
文
字
は
、
”
か
に
文
字
〃
と
呼
ん
で
い
た
。
か
に
が
横
這
い
す
る
よ
う
に
水
平
に
読
む
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
た
米
ロ
の
ら
し
あ
る
東
北
出
身
の
英
学
者
は
、
パ
ー
レ
ー
の
『
万
国
史
』
その教師は：：：ワ日ロの○℃］のという文字を訳した。
少
年
稲
造
に
は
英
語
の
単
語
が
耳
新
し
く
、
未
知
の
世
界
の
生
活
や
活
動
が
目
の
ま
え
に
広
々
と
ひ
ら
け
て
き
た
の
で
、
す
っ
か
り
英
語
に
魅
せ
ら
れ
て
行
と
き
と
し
十歳になった稲造は東京にいる叔父（太田時敏、京橋竹川町の洋服屋）の４℃とで学問をするために上京した。
江
戸
時
代
の
漢
学
や
蘭
学
の
伝
統
を
う
け
つ
い
で
お
り
、
返
り
点
式
の
訳
読
法
を
踏
襲
し
、
発
音
は
い
い
か
げ
ん
、
と
(48）１８１ 
幕末・明治の英学
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
の
発
音
で
苦
労
し
、
Ｌ
と
Ｖ
が
人
間
の
発
す
る
音
と
は
お
も
え
な
か
っ
た
。
可
の
局
の
円
と
言
耳
の
こ
『
の
音
な
ど
は
、
眼
の
内
側
の
す
み
っ
こ
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
っ
た
（
「
幼
な
曰
の
思
い
出
」
）
。
き
よ
う
か
ん
ついで藩主の経営する新しい学校（「共慣義塾」）に入れられた。｝」の学校は当時としては大きな施設であり、百名ばかりの寄宿生
稲造もそのように手合いから、ＡＢ（
ブ
ロ
ク
（
に
ご
り
酒
）
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
の
発
音
で
苦
労
，
て
来
た
無
一
文
の
ご
ろ
つ
き
、
居
留
地
の
一
だ
け
で
、
に
わ
か
に
英
語
教
師
と
な
っ
た
。
で
あ
っ
た
か
ら
、
週
に
二
十
銭
は
け
っ
し
て
少
額
で
は
な
か
っ
た
（
石
井
満
『
新
渡
戸
稲
造
伝
』
廣
文
堂
書
店
、
昭
和
９
．
ｍ
）
。
叔
父
は
、
家
名
や
主
家
を
辱
し
め
ぬ
た
め
、
旧
敵
官
軍
の
連
中
を
し
の
ぐ
偉
い
人
物
に
な
れ
、
と
い
っ
て
稲
造
を
は
げ
ま
し
た
。
外
国
の
知
識
を
学
ば
ね
ば
偉
い
者
に
は
な
れ
ぬ
、
と
の
考
え
か
ら
、
ま
ず
私
塾
（
中
国
人
と
曰
本
人
の
共
同
経
営
）
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
入
れ
ら
れ
英
語
を
学
ば
さ
れ
た
。
そ
の
学
舎
に
は
、
外
国
人
教
師
が
三
、
四
人
い
た
。
こ
う
い
っ
た
学
校
の
外
国
人
教
師
は
、
海
軍
の
脱
走
兵
、
密
航
者
、
上
海
そ
の
他
の
開
港
地
か
ら
や
っ
て
来
た
無
一
文
の
ご
ろ
つ
き
、
居
留
地
の
商
会
を
く
び
に
な
っ
た
店
員
な
ど
で
あ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
英
語
が
話
せ
る
白
人
と
い
う
こ
と
か
れ
は
兄
の
道
郎
と
と
も
に
一
つ
の
駕
籠
に
の
り
、
頑
強
な
下
函
か
つ
た
。
曰
本
の
片
い
な
か
か
ら
東
京
ま
で
十
一
曰
か
か
っ
た
。
上
京
し
て
銭
湯
や
牛
肉
屋
、
異
人
館
に
お
ど
ろ
い
た
。
叔
父
処
り
ん
銭湯：：：……・…：…：：：一一一厘
そば（もり、かけ）：：：三厘
天ぷら・……：：…。：：…：五厘
汁粉：…………・…………五厘
すき焼：……：…．：：：：：四銭
半紙（｜岾）：…：：……八厘
…：：：：：：八厘ぐらい
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
習
っ
た
よ
う
だ
。
／■、
人
前
Ｎ=ノ 頑
強
な
下
男
一
名
、
叔
父
は
曰
曜
ご
と
に
一
教
師
の
名
は
ト
プ
ロ
ッ
ク
（
目
・
ワ
日
呉
？
）
と
い
っ
た
よ
う
だ
が
、
ダ
ブ
ロ
ッ
ク
か
ド
家
族
が
懇
意
に
し
て
い
た
同
郷
人
二
名
と
い
っ
し
ょ
に
盛
岡
を
出
立
し
、
東
京
に
む
’十銭の小づかいをくれた。当時の物価は、
180（49） 
とほぼ同数の通学生がいた。教室はふるい大名屋敷の中にあった。
広
い
庭
に
は
雑
草
が
生
い
し
げ
り
、
う
す
ぐ
ら
い
部
屋
や
廊
下
は
幽
霊
が
出
て
き
そ
う
な
所
だ
っ
た
。
共慣義塾はクラスを三つにわけ、つぎのような教科書を用いていた。
下
級
：
：
：
ク
ワ
ッ
ケ
ン
ポ
ス
の
『
英
文
法
入
門
書
」
照）。（ウ
ィ
ー
ド
と
は
ど
ん
な
物
な
の
か
。
他
の
植
物
よ
り
も
速
く
の
び
る
の
だ
ろ
う
か
。
速
い
の
は
成
長
す
る
と
き
だ
け
な
の
か
？
）
こ
の
学
校
で
は
、
曰
本
人
教
師
は
原
文
を
訳
し
て
説
明
す
る
の
だ
が
、
か
れ
ら
は
正
し
い
発
音
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
発
音
の
細
い
点
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
博
士
夫
人
に
ま
か
せ
ら
れ
た
（
「
幼
な
曰
の
思
い
出
」
）
。
稲造は寄宿生として、ウェイランド夫妻からも英語を習った。できがよく上級クラスに進み、試験において一等賞を得、賞としてア
で
は
じ
ま
る
の
だ
が
、
れな頭を悩ました。
同
書
は
、
英
語
を
は
じ
め
て
学
ぶ
若
者
が
、
そ
の
骨
子
を
て
ぎ
わ
よ
く
学
ぶ
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
で
、
七
十
六
課
か
ら
な
る
。
各
課
の
お
わ
り
に
は
、
す
べ
て
練
習
問
題
が
つ
い
て
い
る
。
冒頭の文章は、
稲造は下級のクラスに入れられ、クワッヶンポスの「英文法入門書』の§ｏ君弓・のけ画三・・・討冒ｏ日ミョミからはじめた（写真参
上級：：：クワッヶンポスの「英国市
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の
「
倫
理
学
』
中級……ミッチェルの『地理書」
上級：：：クワッヶンポスの「英国史」
下級：：：クワッヶンポスの「華
パ
ー
レ
ー
の
「
万
国
史
』
ミ
宙
号
、
ど
こ
己
Ｃ
ａ
管
る
の
だ
が
、
こ
の
文
は
な
ん
と
も
妙
な
印
象
を
か
れ
に
あ
た
え
た
。
ま
た
そ
の
文
意
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問
が
、
か
れ
の
哀
(50）１７９ 
幕末・明治の英学
リ
ー
ダ
ー
読
本
と
し
て
は
、
ウ
ィ
ル
〕
に
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
、
コ
ル
ネ
ｍ
も
の
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
る
。
諸
学
校
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
英
学
害
は
、
ど
れ
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
大
観
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
英学の入門書としてよく用いられた教材は、ノア・ウェブスター（ｚｏｇ塑三のすの（のＨ）が著した「初等つづり字教本』（二の①｛のミ§‐
旨二忽）呈冒町田・・奇）のほか、ピンネオ（目・の・三・シ・勺ごロの。）の「初等英文法』、「英吉利文典」（開成所板およびその他の版本）、クワ
ッヶンポス（○・勺・ＣＥＯ丙の弓・の）の「英文法入門書」Ｓ『三ｓ○・万（言卑品言討囚ミミミロ己、『英吉利単語篇』（開成所版）などであった
よ》っだ。
東
京
英
語
学
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
教
師
Ｍ
・
Ｍ
・
ス
コ
ッ
ト
の
薫
陶
を
う
け
、
英
米
文
学
の
名
作
へ
の
趣
味
と
愛
好
を
植
え
つ
け
ら
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
二
十
年
代
ご
ろ
ま
で
の
英
学
は
、
は
じ
め
半
年
ほ
ど
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
「
初
等
つ
づ
り
字
教
本
』
、
ク
ワ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
の
『
英
文
法
入
門
書
」
そ
の
他
の
入
門
書
で
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
ち
、
す
べ
て
の
普
通
学
を
英
語
の
原
書
ま
た
は
翻
刻
本
で
や
る
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
内
容
を
読
み
こ
な
し
、
理
解
す
る
こ
と
は
け
っ
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
わ
が
国
の
英
学
は
、
基
礎
的
な
読
み
書
き
を
お
え
た
ら
専
門
書
を
研
究
し
、
そ
の
内
容
を
吸
収
す
る
の
を
目
標
と
し
、
発
音
や
会
話
な
ど
を
軽
視
す
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
教
育
効
果
を
あ
げ
る
に
は
、
と
う
ぜ
ん
教
師
は
優
秀
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
変
則
的
な
教
育
体
制
の
な
か
で
育
っ
た
邦
人
教
師
の
学
力
は
、
概
し
て
ひ
く
く
劣
悪
で
あ
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
学
生
の
能
力
や
学
習
意
欲
に
し
て
も
個
人
差
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
総
じ
て
学
力
は
ひ
く
か
っ
た
と
見
１
ヴ
ィ
ン
グ
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
伝
』
（
訳
書
明治六年（’八七三）九月、かれＬ
幌
農
学
校
に
転
校
し
、
農
学
を
専
攻
し
た
。
るべきか。
は
や
り
や
ま
い
江戸末期からわが国は洋学興隆時代をむかえ、なかでも英学は流行病のように全国にひろがり、明治一一十年代のはじめごろまで隆盛
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
も
の
、
歴
史
書
に
は
パ
ー
レ
ー
、
コ
ル
、
ネ
ル
、
チ
ャ
ン
バ
ー
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
、
（訳書）と文一房具をもらった。
か
れ
は
東
京
英
語
学
校
（
の
ち
の
大
学
予
備
門
）
に
進
ん
だ
。
入
学
時
の
志
望
は
法
律
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
開
拓
使
札
ク
ワ
ッ
ケ
ン
ポ
ス
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
、
ヒ
ー
ム
、
ビ
ン
ノ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
、
地
理
害
ガ
ョ
ッ
ト
の
も
の
が
多
く
、
窮
理
書
に
は
ク
ワ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
、
ノ
ル
ト
ン
、
ヘ
ッ
ク
の
178（51） 
｜
方
、
学
ぶ
側
の
学
生
か
ら
見
れ
ば
、
英
学
｛
官
に
な
る
こ
と
を
夢
み
て
い
た
。
明
治
時
代
の
】
あ
り
、
立
身
出
世
す
る
こ
と
を
空
想
し
て
い
た
。
をきわめた。全国にある七
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
へ／-，ヘヘヘヘヘ注
７６５４３２１ 
里=〆塁ご’～－里‐ノ、_ノ、－ｴーゾ
世
間
も
ま
た
洋
学
生
を
ひ
と
か
ど
の
識
者
と
み
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
パ
ー
レ
ー
の
万
国
史
を
よ
む
者
は
、
世
界
事
情
の
精
通
者
と
み
な
さ
れ
、
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
学
を
半
分
わ
か
る
者
は
、
国
事
を
ゆ
だ
ね
る
に
足
る
者
、
ク
ワ
ッ
ヶ
ン
ポ
ス
の
物
理
学
を
よ
め
れ
ば
、
そ
の
道
の
大
家
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
（
新
渡
戸
稲
造
「
洋
行
の
動
機
」
「
帰
雁
の
蘆
』
所
収
）
。
［追記］本稿を草するうえで、長崎県立図書館、早稲田大学中央図書館、戸板女子短期大学付属図書館の参考図書、東京外国語大学附属図書館の貴重本
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
池
田
哲
郎
「
英
語
教
科
書
」
（
『
日
本
の
英
学
一
○
○
年
明
治
編
』
所
収
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
、
研
究
社
出
版
株
式
会
社
）
、
三
六
二
頁
。
「横浜居留地と異文化交流’十九世紀後半の国際都市を読む」（横浜開港資料館・横浜居留地研究会編、平成八年六月）、二六○頁．
『横浜の本と文化』（横浜市中央図書館、平成六年三月）、四一一五頁。
農］四℃目田の日｝ＱＣ－Ｈの○斤○二９．四・口、」］の芹、。【目・穴・冨日四］、「Ｃの一一頁に、〃九三番地］・田口三のご陣○・〃とある。
柳
人
生
「
名
古
屋
藩
学
校
と
愛
知
英
語
学
校
ｎ
口
」
（
『
明
治
文
化
研
究
』
第
四
巻
第
一
号
、
第
二
号
所
収
）
『日本教育史資料」（臨川書店、昭和四十四年十二月）、八○六頁。
注
（
６
）
の
七
○
三
頁
。
学ぶ側の学生から見れば、英学を人材登用の有力な条件とみなし、それをひととおり修めたら、洋行して、帰国後は政府の高
こ
と
を
夢
み
て
い
た
。
明
治
時
代
の
学
生
（
当
時
は
書
生
と
よ
ぶ
）
は
、
”
青
雲
の
志
“
を
抱
い
て
い
る
も
の
が
多
く
、
た
ぶ
ん
に
功
利
主
義
的
で
ま
な
び
や
全
国
に
あ
る
各
種
の
学
舎
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
英
学
教
育
の
主
目
的
は
、
な
に
よ
り
米
ロ
進
ん
だ
西
洋
文
明
や
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
を
う
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（８） 
（９） 
（、）
（、）
（四）第
三
年
・
第
五
冊
所
収
）
英
人
サ
イ
モ
ン
ス
ン
と
い
う
の
は
「
赤
顔
の
大
男
で
あ
り
、
ラ
シ
ャ
メ
ン
が
お
っ
た
。
そ
の
女
は
デ
ブ
～
肥
え
た
丸
顔
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
に
忠
次
郎
と
い
う
コ
ッ
ク
が
い
た
。
月
給
は
メ
キ
シ
コ
銀
二
百
五
十
弗
で
あ
っ
た
。
通
弁
は
平
田
右
一
郎
に
長
田
桂
次
郎
で
あ
っ
た
」
（
相
良
武
雄
「
加
賀
藩
一
雇
入
れ
の
外
人
口
」
『
明
治
文
化
研
本
聖
注（Ⅳ）の四三四頁。
注（Ⅳ）の四一一三頁。
「
早
稲
田
大
学
百
年
史
注
（
Ⅳ
）
の
四
四
七
頁
。
山
岸
光
宣
「
明
治
初
年
和
塾
の
外
国
語
教
罹
注（Ⅳ）の四二四～四二五頁を参照。
佐
々
木
満
子
「
私
塾
・
官
公
私
立
学
校
」
〈
野崎左文「明治初年の学生生活」（肩
福島成行「高知藩に一厘聰の外国人と学館」（『明治文
海
後
宗
臣
「
東
京
府
内
の
家
塾
に
就
て
」
（
「
明
治
文
化
」
策
治
郎
丸
憲
三
『
箕
作
秋
坪
と
そ
の
周
辺
」
（
箕
作
秋
坪
伝
記
刊
尺
次
郎
「
英
学
の
先
達
尺
振
八
」
（
株
式
会
社
は
一
前
掲
『
日
本
の
英
学
一
○
○
年
明
治
編
」
、
四
一
四
頁
。
高
橋
昌
郎
「
中
村
敬
字
」
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
三
年
一
高
橋
昌
郎
「
中
村
敬
字
』
注（旧）の一二八頁。
大
野
勇
一
「
大
野
藩
洋
学
館
の
沿
革
」
（
資
料
）
、
二
頁
。
注
（
５
）
に
お
な
じ
。
注
（
８
）
の
一
六
八
舌
「
別
冊
歴
史
読
本
ｌ
幕
末
維
新
最
後
の
藩
主
二
八
五
人
」
（
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
）
、
’
九
二
頁
．
の一六八頁。
「明治初年和塾の外国語教師契約書」（「書物展望』十巻八号所収）
第
一
巻
」
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
、
四
一
一
九
頁
。
」
ｓ
日
本
の
英
学
一
○
○
年
明
治
編
」
所
収
）
、
四
二
七
～
四
二
九
頁
に
リ
ス
ト
が
か
か
げ
て
あ
る
。
（「明治文化研究』八月号所収）
学館」（『明治文化」第五巻・第十号所収）
（「明治文化」第六巻第二号所収）
（
箕
作
秋
坪
伝
記
刊
行
会
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
）
、
’
四
七
頁
。
」（株式会社はまかぜ新聞社、平成八年二月）、一一一一一○頁。
一月）、一九頁。
176（53） 
その他、池田哲郎「日本英学風土記」（篠崎書林、昭和五十四年七月）、桜井役「日本英語教育史稿」（敞文館、昭和十一年三月）、荒木伊兵衛『日
本英語学書誌」（創元社、昭和六年四月）、高梨健吉「文明開化の英語』（中央公論社、昭和六十年六月）、惣郷正明「日本英学のあけぼの』（創拓社、
平
成
二
年
二
月
）
、
石
井
満
「
新
渡
戸
稲
造
伝
』
（
慶
文
堂
書
店
、
昭
和
九
年
十
月
）
、
「
新
渡
戸
稲
造
全
集
’
第
六
巻
、
第
十
九
巻
」
（
教
文
館
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
、
同
六十年九月）、「江戸幕府旧蔵図書目録』（静岡県立中央図書館、昭和四十五年一一一月）、『欣漸敵子日本英学資料解題』（大阪女子大学、昭和四十七年三
月
）
、
長
沢
都
「
日
本
見
在
英
語
教
科
書
誌
」
［
上
］
（
「
戸
坂
女
子
短
期
大
学
研
究
年
報
第
九
号
」
所
収
）
な
ど
を
て
き
ぎ
参
考
に
し
た
。
（肥）注（Ⅳ）の四四八頁。
（
羽
）
注
（
Ⅳ
）
の
四
四
九
頁
。
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ノア・ウェブスターの肖像
ノア・ウェブスターの『初等つづり字教本』の翻刻本。
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